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コンピュータとコミュニケーションの融合 《C&C》 にもとづ き、最新のアーキテクチャを駆使 し、

数々の先進技術を採用して時代の 多様なニーズに応えています6

NECが 世界に誇 る通信 技 術や 電子 デバ

イス技 術 に、最 新 のアー キテクチャを駆使

した 世 界最 高 速 の スー パ ー コンピュー タ

《SX-2》 。ここで 実証 した先進 技術 の もと、

多彩 な機能 と柔軟性 の あるソフトウェアを

備えたNECコ ンピュー タは、それ ぞれ優 れ

た性 能 が 高 く評価 され 、さまざまな分野 で

今 日も莱要な働 きをしています。

●世 界最 高 速の スーパーコンピュータ

SX・1、SX-2

●最 先端 技術 を駆使 した汎 用コンビ=一夕

ACOSシ ステム250/410/350/450/550/

650/750/850/950/IOOO(中 ・小型～超大型)

●多彩 な複合 機能 のOAオ フィスコンピュータ

NECシ ステム20/18、50/38、100/45、

100/48、100/85、150/55、150/75

●先 進 の16ビ 外 パ ーソナル コンピュータ

N5200モ デル05、PC-9800シ リーズ

●洗 練 の8ビ ットパーソナル コンピュータ

PC-2000/6001mKII/8001mK工1/

8200/8800シ リーーーズ

●分 散 処 理専 用 コンピュータのエース

N4700分 散 処理 システム

●32ビ ットのスーパーミニコンピェ一夕

NECMSI20/140/190

●低 価 格 の 高性 能 ミニコン

NECMS8モ デル5

●OA複 合 機能 の オ71ス ターミナル

N6300モ デル55

●OAの 先端 で 活躍 するタ一口ミナル

インテリジェントタ「 ミナル

デー タエントリターミナル

業 種 別専 用ター ミナル

業 務 別 専 用ター ミナル

●世 界初 、音声 日本 語 ワードプロセッサ

文豪VWP-100

●OAの 日用 品、日本 語ワードプ ロセッサ

文豪NWP-10N/20N

●OAシ ステムを包含 した

分散 処 理 ネットワーク体 系《DINA》

G&C光 ネットワー クシステム

C&Cネ ットワー ク構 成 機器

C&Cネ ットワー クソフトウェア

IVECコ ンピュータ
日本電気株式会社
お問合 せ は:情 報 処 理 ・宣 伝

TEL(03)454一 川1(大 代表)



」5D;t幅 広 いニーズにお応 えします。
〈営 業 内 容 〉

● コ ンサ ル テ ー シ ョン ● シ ス テ ム 開 発

●調 査研 究 ● ソ フ トウ ェア ・パ ッケ ー ジ 販 売

JSDは ソ フ トウ エア の メ イ ン テ ナ ン ス の 対 話 型 支 援 環

境 に挑 戦 して い ま す 一ソ フ トウ ェア保守技術 開発計画 －

JSDは 中小 企 業 向 け 小 規 模 シ ス テ ム 生 成 の た め の 開 発

支 援 シ ス テ ム を 開 発 して い ます 。
一中小企 業 向 け電子計 算機利用 技術 開発計画 －

JSDは ソ フ トウ エア の 先 端 技 術 の 研 究 開 発 に も 努 力 し

て い ま す
一 ソフ トウ ェア ・エ ンジ ニア リングに関 す る調 査研 究 －

JSDは ソ フ トウ エア ・プ ロ フ エ ツシ ヨナ ル の た め の 種

々 の 開 発 支 援 シ ス テ ム を 作 り上 げ ま した

一ソ フ トウ ェア生産 技術開発 計画 －

JSDは 画 像 処 理 サ ブル ー チ ン ・パ ッ ケ ー ジ(SPIDER)

を 広 く一 般 へ 普 及 して い ます 一スパ イ ダ一一

～

」5D轍 ㌫ 塁≧鯖
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JE㏄ は国産コンピュータを通じて

社会 に貢献しま土

国産電子計算機をレンタルする

日本電子計算機株式会社
東京都千代 田区丸の内3-4-1新 国際 ビル5F

●100TELO3(216>3681(代 表)
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行 政 にお け る

情 報 化 の 課 題

行政管理庁官房参事官

岩 井 政 治

社会経済情勢の変化に対応 した適正,合 理的な

行政の実現が求められてお り,電 子計算機を含め

OA等 情報媒体が行政の施策決定の支援,行 政事

務の合理化,行 政水準の向上等に対処 しうる有効

な方法であるなど行政情報システムへの期待は大

きいが,当面する2,3の 問題を取 りあげてみたい。

効 率 化 の 推 進

1つ は情報処理の効率化の問題である。

国の行 政 機 関のコンピュータの運 用 経 費 は

1,640億 門でこの5年 間に倍増し社会全般の情報

化とともに整備が進められている。が,郵 便貯金

や社会保険など特別会計部門が3倍 伸びているに

もかかわらず,一 般会計部門は1.5倍 と半分にと

どまうているのが気になるところであ り,予 算緊

縮化の下で一般行政分野でのあゆみがここ数年鈍

っているように見える。

.政府における支出の切 りつめは引続 き,行 政改

革も本番に入る厳 しい環境にあって,有 用なシス

テムの開発,整 備充実のための予算増大などの努

力が必要なことは云 うまでもない。が,同 時に情

報処理にもし慣行的な運用があるとすれば この際

見直しをし.工 夫を凝らして新しい展開を試みる

ことも必要かと思われる。

特に,行 政事務それ自体の制度や運用の簡素合

理化は即情報処理部門の負担軽減につながるもの

であ り,社 会経済の状況の変化に応 じて業務の整

風 簡素化等の改善を積極的に考えてい くことが

大事であろ う。また,情 報処理では きめの細かさ

村 ㌔ スの点と・ストと碗 酬 蔀 あるの

で,シ ステムの出来栄えを70点 とか80点 とがあ レ



ベルに止め,こ れで満足するようなことにする場

合があっても良いのではないか。なお,行 政管理

庁は,従 来から各省庁の協力を得て共同研究やガ

イ ドラインづくりなどを通じて電子計算機利用の

効率化を推進してきたが,こ れをさらに進めてい

きたい。

情 報 の 有 効 利 用

2つ 目は行政情報の有効利用の問題である。

情報は今や物質やエネルギーに次ぐ第3の 要素

としての地位を獲得 している。データベースは必

要 とする情報を容易に利用できるように し情報の

利用価値を飛躍的に高めるものであるが,欧 米の

データベースは国際的グローバルな利用をもとに

構築され効率が良いものとなっているが,我 国は

情報 ・通信技術先端国であ りながら,デ ータベー

スづ くり,情 報利用の点では,欧 米に比べてかな

り遅れをとっている。

各省庁のデータベース形成は,昨 年で運用,開

発中のシステムは93,計 画,構 想中のものは64,

と2年 前の1.7倍 に増えやっとテンポを速め始め

ている。しかし,動 機,目 的をみてみると,事 務

処理の合理化や施策や計画の立案など省庁部内で

の利用をあげるのが多く,他 省庁や民間へのデー

タ提供をあげているものは極めて僅かである。

データベースは多くのユーザーがあって有効性

を一層発揮するものである。 エユーメディアの諸

技術の支援の下に,省 庁閤あるいは国と自治体の

間での利用増大や社会一般への門戸開放など幅広

く,自 由なデータ・フローが行われるような環境

ができることが望まれる。

3

行政情報ネッ トワー クの推進

3つ 目は行政情報の通信利用の問題である。

通信が高度情報化社会に向けて果すべき役割は

極めて大きい。

近年行政機関では,電 話,フ ァクシミリ,デ ー

タ通信など通信回線の利用が増大してお り,回 線

の効率的利用、経費の節減と情報処理の高度化,

迅速化を同時に図る見地から,行 政情報通信ネッ

トワークの形成が必要 となっている。

この うち,電 話及びファクシミリについてはす

でに12対 地,22省 庁,276機 関が行政電話網を共

同利用するに至 っているがデータ伝達については

まだ検討段階である。

情報処理運用経費の うち通信回線経費は330億

円と6年 前の10倍 とな り,運 用経費全体の2割 を

占めるに至っているが,こ のような通信 コス トの

増嵩が今後とも期待できるか必ず しも楽観はでき

ないと思われる。

現行のまま各省庁が単独でばらばらに回線使用

を続けることがで きるかどうか,情 報処理高度化

への対応を円滑にさせるための基盤整備の一環と

して専用回線の有効利用,デ ータ流通の円滑化を

ねらいとする行政データ伝送網の実用化の検討を

急ぎ進めているところである。

最後に,第2臨 調は行政情報システムの重要性'

にかんがみ企画推進体制の整備について答申して

お り,政 府はこれを受けて去る6月20日 事務次官

等会議の申合せにより,各 省庁連絡会議(局 長ク

ラス)を 設置 し,各 省庁共通の基 本 的 事 項の検

討,政 府部内における連絡調整の充実を図ること

としている。
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特集 ・座談会

、
イテメーユニ アの もた らす世 界

財団法人出席者 東 京 ケ ー ブ ル ビ ジ ョ ン 技術部 長

磯 繁 ら)曙 完 システム開発研究所専務理事

毎 日新 聞 社 社 会 部 兼 電 波本 部

財団法人司 会
日本 情報 処 理 開発協会 常務 理事
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石 黒 公

谷 池 宏

前 野 和 久

中 山 隆 夫
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本 来 は``NewTechnology

ofCommunication,,

中 山 今 日は,ニ ュ ー メ デ ィア の お話 とい うこ と

で,キ ャ プ テ ンの 画像 通 信 を や って お られ る谷 池

さん,CATVを や って お られ る石 黒 さん,そ れ

に ニ ュ ー メデ ィア の研 究 を オ ー ル ラ ウ ン ドにゃ っ

て お られ る前 野 さん の お三 方 に お集 ま りい た だ き

ま した 。

そ こ で1つ 総 論 と各 論 をか み 合 わ せ なが ら,お

話 を してい た だ きた い と思 い ます 。 今 日の主 題 が

「ニュ ー メ デ ィア の もた らす 世 界 」 とい うこ とで

す ので,ま ず,ニ ュ ー メデ ィア と して どん な もの

が 出 て き て い て,ど ん な イ ンパ ク トが あ るの か,

そ の 辺 か らお 伺 い した い と思 い ま す。

前 野 さん は1冊,本 を 書 か れ て い ま す 。 私 も大

い に 影 響 させ られ た の で す が,前 野 さん,ニ ュ ー

メデ ィア とい うの は そ もそ も一 体,な ん で すか 。

前 野 この 間,ア メ リカ か らカ ナ ダに 行 っ て来 た

の で す が,実 は ニ ュ ー メデ ィア とい う言 葉 は 向 う

で は通 じな い ん です 。 向 うで は ニ ュー テ ク ノ ロジ

ー ・オ ブ ・コ ミェ ニケ ー シ ョ ンで なけ れ ば 通 じま

せ ん。 ニ ュ ーメ デ ィア とい うのは,日 本 製 の英 語

で す。 ニ ュ ー メ デ ィアは,や は りニ ュ ー テ ク ノ ロ

ジ ー ・オ ブ ・コ ミュ ニ ケ ー シ ョン と考 えな け れ ば

い け な い と思 い ます 。 何 故 な ら,メ デ ィア とい う

言 葉 が あ るた め,マ ス メ デ ィ アを 連 想 して しまい

そ のた め に,コ ミュ ニ ケ ー シ ョンを 研 究 して い る

人 達 は 電 気 通 信 のパ ー ソナ ル な メデ ィアの 部 分 を

マ ス メ デ ィア とい う風 に 捉 え て しまい ます 。 ど う

して もそ の 部 分 が 研 究 の 枠 組 か ら外 れ て し ま うの

で お ろ そ か に な って しま うとい う状 況 が た く さん

し▲夕冷ぺ

?t"、,㌔wx{./・s.
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、txl・sミ バ ∵ 轟"ミ,".i、1、X.・ 、、

出 て来 て しま うわ け で す 。 特 に 社 会 学 の 先 生方 に

この 傾 向 が 強 い よ うで す が,こ れ は 大 変 に 困 る こ

とに な ん で す 。 社 会 的 に も影 響 が た く さん 出 て来

る と思 い ます 。

で は,ニ ュー テ クノ ロ ジ ー ・オ ブ ・コ ミュ ニケ

ー シ ョン とは 何 か とい うと
,こ れ も大 変 に 難 し

い。 ひ ょ っ と して 中 山 さんが お っ し ゃった のか も

しれ ませ ん が,コ ン ピュ ー タ にか らむ も の全 てが

ニ ュ ー メ デ ィア だ とい う 意 見 が あ った よ うで す

が,そ うい う風 に考 え て お い てい い の では ない か

と思 い ます 。 そ うす る と全 て包 括 され る と考 え て

い ます 。

中 山 ど うも世 間 で は,ニ ュ ー メ デ ィア とい うか

ハ ー ドウ ェ ア とい う 観 念 が 先 行 して い るん で す

ね 。 と ころ が,ど うや ら ニ ュ ー メデ ィア とい うの

は ソフ トの 方 が 大 事 な ん じ ゃな い か とい う気 が す

るの で す が い か が で し ょ うか 。

谷 池 や は りハ ー ド先 行 とい うの が 日本 の全 般 的

な 様 相 で す ね 。 い わ ゆ る新 しい テ クノ ロジ ー の発

展 は 一 方 で は生 産拡 大 の 必 然 的 な 欲求 で あ り,一

方 で は そ れ が社 会 の 中 に ど う受容 され るか とい う

こ とで す。 キ ャ プテ ンの場 合 のハ ー ドは,ど ち ら

か とい うと非 常 に組 合 わ せ 的 な技 術 で あ っ て,キ

ャプ テ ンを構 成 す る コン ピュ ー タ,電 話,テ レ ビ

1つ1つ は 新 しい も のは あ りませ ん 。 これ らの も

の を用 い て コン ピュ ー タ の ユ ー テ ィ リテ ィを 家 庭

サ イ ドに も浸 透 させ る とい うと こ ろに ポイ ン トが

あ るわ け で す 。 テ ク ノ ロジ ーは 金 物 で あ って ユ ー

テ ィ リテ ィ即 ち ソフ トの 実 力 が 問 題 の よ うに思 い

ます 。1

前 野 メ デ ィアは 人 の 情 念 を 伝 え る道 具 です 。 ソ

フ トは 情 念 が 作 り出 す もの で すね 。 ハ ー ドその も

の に は 心 は あ りませ ん か らね 。

.濃 ∵ 鷲
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'〃 乞 〃 乞
ン〆補講:繋 翻i
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中山CATVの 場合も,ハ ー ドが光ケーブルに

なって多チャンネル化 していますが,や は りソフ

トが大事だと思いますが……。

石黒 その通 りです。CATVの 場合は,20数 年

の歴史を引っぱっているとい う点が,一 番大 きな

問題だと思います。CATVを ニューメデ ィアと

いった場合,コ ンピュータにか らんだファンクシ

ョンが要求されているわけですけれ ども,そ の前

にCATVは,通 信線路の同軸ケーブルを敷設 し

ながら普及している点が強味でもあ り,弱 味でも

あるわけです。つま り,ソ フ トが後に来る。CA

TVの ソフトを云 々する場合,直 観的に競合関係

にある相手方はテレビ放送 と考えがちですが,我

々としては同じジャンルではない地域性とかいっ

た要素を盛 り込んだ番組の開発,そ うい う地域番

組をアクセプ トしてい くような社会性あるいは需

要を油差 しないとなかなか発展 ・普及していかな

いというところが一番の問題なんですね。

社 会の変 化 に対応 した ソ フ トが重 要

一 日常生活とのギャ・ップもある一

中山 ニューメディアが出てきますと,い ろいろ

な分野に大きな衝撃が生まれてきます。例えば,

銀行,証 券それか ら流通関係,旅 行,マ スコミ,

教育関係などみんなショックにさらされると思い

ます。この辺が今後 どうなっていくかも大きな問

題ですね。

前野1つ は経済でも行政でも,シ ステムの中間

に介在 しているものが飛ばされるとい うことが起

きます。中間管理職,商 品などの存在価値が薄れ

ます。流通なら,生 産者と消費者が直接結びつ く

ようになる。端的な例をいいますと,長野県に美味

しい栗 ようかんがある小布施 というとこ ろ が あ

ります。買いたいと思 って調べると東京のデパー

トにも売 っていました。 ところが私の住む横浜か

ら買いに行 くと電車賃などの交通費が 往復1,500

円ぐらいかかる。直接,小 布施に電話 して宅配 し

てもらうと,1,000円 以内で買えるわけです。今で

すらこういう状況ですが同 じことがどんどん進む

と思います。 よくINS時 代には在宅勤務になる

といわれ,そ れに対 して一 日中,奥 さんと顔をつ

き合わせて仕事なんか出来るかと反 論 が 出ます

が,今 いったみたいに交通費が国鉄の値上げなど

などでどんどんかさんでいけば,東 京まで出掛け

ての買物はやめ,在 宅勤務もせざるを得なくなっ

てきます。こんな風に周 りの環境が変ってくると

ニューメディアとい うのはいやでもどんどん進ん

で くると思います。ハードが進めるのではなく,

周囲の状況を含んだソフトが推進するのがニュー

メデ ィアの世界といえるでしょう。

中山 谷池さんのところのキャプテンでは,現 に

流通関係,例 えば地酒の販売情報とか株価情報と

かいろいろやっておられますが,そ れを実験なさ

ってみてどんな具合ですか。

谷池 前野さんがいわれたように,ニ ューメデ ィ

アが与えるであろ うインパクト'と社会の日常生活

の習慣性との間に大きなギャップがあ ります。キ

ャプテンは,電 話 とい う双方向性のハー ドを利用

し利用者の個別ニーズに応えてコンピュータから

受け手主導でサービスを画像のや りとりで画面に

表示するメディアで,そ うい うメディアに対する

社会の馴れとい うか,な じみというものが全然な

いわけです。逆に,テ レビが普及 したため受け手

は何もすることなく,た れ流 し画面を見ていれば

よかった。そのような習性が出来上がっていた。

ヰ⊇
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キャプテンのもたらすサービスのメリットが自分

でキーパ ットを押すことにより得られ るというこ

とになるかどうかが大きなポイントだ と思 い ま

す。そのため4年 間に渡って約2,000の モニタをお

願いし多くの情報提供者の方 々か ら生きた情報を

提供していただいて社会生活の中で実験を行った

ことは大変意義があった と思います。キャプテン

は,専 用のコンピュータシステムほど能率の良い

ものとは思いませんが,将 来,専 門的知識のない

人でも安い経済負担で利用 しコンピュータ利用の

大衆化に大いに役立つ と思います。

どちらか とい うとニューメディアー脅威一イン

パ クトとい うように皆さんの好まれるストーリー

があるのですが,キ ャプテンと似たような放送の

テレテキス ト(文 字多重放送)は 技術開発をメー

カーが始めてから8年 ない し9年 か かって い ま

す。家電メーカーのテレビ関係者が技術の構築を

やってなおかつそ うい う情勢で,キ ャプテンと車

の両輪になるまで花が開かなかった。全体の流れ

の中でニューメデ ィアの花がどうい う風に,い つ

咲くかとい うのは何がしら社会の流れの中では地

味なものなのですね。

前野 ニューメデ ィアが社会や経済に影響を与え

逆に,社 会や経済の変化がニューメディアに影響

を与える。この相互刺激関係があると,僕 は考え

ているわけですけ ど,キ ャプテンでテレショッピ

ングとい うことをよくいわれますが,テ レショッ

ピングが 普 及 して行くためには,奥 さん達が 店

に行って自分で買 う余裕がないとい う状況になっ

てきたらテレショッピングにせざるを 得 な くな

る。そうい うものじゃないかと思いますね。例え

ば,土 地がどんどん値上が りして,ダ ンナの給料

だけでは家など不動産が買えなくなる。そ うなる

と奥 さんも働きに出るようにな ります。共働きで

すから,家 に帰って来た時では買えない品物が出

てきます。 自然にキャプテンを使って買物をせ ざ

るを得なくなります。よく評論家の方違は,シ ョ

ッピングというのは女性の1つ の趣味みたいなも

のだからテレショッピングは普及 しないとい うよ

うないい方を しますね。確かにそ うい う部分もあ

るで しょうが,買 いたい品物があって,買 いに行

く時間がないとか大変だとい うことになれば,キ

石 黒 公 民

ヤプテンな りCATVの システムを利用するよう

になってくるのではないかと思います。

中山CATVの 石黒さんはどうお考えですか。

双方向性を持たせたシステムがかなり出てきてい

ると思いますが……。

石黒 現在の時点では,CATVの 先進国といわ

れ るアメリカでも,テ レショッピング的なものま

ではいってないですね。まだ,キ ャプテンのよう

な情報選択型のシステムに よって情報を受けとる

段階へ移って行 く過程にあるといえます。セグメ

ン ト化 された情報を合目的的に供給 し視聴者がそ

れを選択 していくとい うところにCATVの 生存

領域を見い出していく,あ るいはそうい う方向に

伸ばしてきているのが実 情 ではないかと思いま

馨 ぺ 宕:'』'
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す。我々もまだその過程にあ りまして,近 い うち

に地域情報を主体に した何かをや りたいと考えて

います。 しかしまだ放送機能の段階をなかなか出

ていないところにあるわけで,も う少しそ うい う

キーパ ットを使って何か自分の意思を伝達すると

いうような生活習慣みたいなものが醸成 される必

要があると思います。そ ういう意味で今日のニュ

ーメデ ィア時 代 で は,何 かがインパ クトを与え

て,下 地を整地 していく,ジ ャンルの違 うメディ

アが相まって共通のものを耕や していくというこ

とになるのではないかと思いますね。

競 争 か 規 制 か

中山 諸外国の動きを見てもアメリカと日本が一

番進んでいるように思いますね。アメ リカの場合

は 自由競争で大いに伸ばして行こうとい ういき方

ですが,日 本やヨーロッパはどちらかとい うと,

ある程度は国も乗 り出す,場 合によっては規制的

なや り方をするなど二面性があると思いますが,・

その辺はどうなので しょうか。

谷池 それぞれの国には,そ れぞれの歴史的,経

済的要素があ りますからね。ヨーロッパの場合,

コンピェ一夕 ・コミュニケーションではかつてア

メ リカに相当に痛めつけられ,極 端にいいます と

センターは全てアメリカにあってヨーロッパには

端末があるとい う形で非常に大きなインパ クトを

受けました。これはカナダなんかも同じだ ったの

ですが,国 内の将来の産業,雇 用に非常に強い不

安があったわけです。そこで国家政策的に何か産

業立国的なものはないかと考えていたのだ と思い

ます。 そんな背景が あって主 として ヨーロッパ

や カ ナ ダに ビデ オ テ ッ クスが 育 っ た のだ と思 い ま

す 。 ヨー ロ ッパ は,ナ シ ョナル プ ロジ ェ ク ト的 に

取 りあ げ て き ま した 。 カ ナ ダは,い わ ゆ る リ ドン

とい うシ ス テ ム の開 発 に 非 常 に 政 府 が 力 を 入 れ ま

した。 そ して ビデ オ テ ックス の波 が 日本 に 押 し寄

せ て き ま した 。 日本 は,ビ デ オ テ ックス に つ い て

は,後 か ら追 い か け た とい うの が 事実 だ と思 い ま

す 。 ビデ オ テ ックス の 開 発 は わ が 国 の キ ャ プテ ン

をは じめ 西 ドイ ツ,フ ラ ンス,カ ナ ダな ど国 の レ

ベ ル で,ア メ リカ で は企 業 ベ ース で実 験 が 行わ れ

てお ります 。

キ ャ プ テ ンの 商 用 時 は,多 数 の コ ン ピ ュー タ ・

セ ン タ ーが ネ ッ トワ ー クに接 続 され,そ れ ぞ れ の

セ ン タ ーの 情 報 や サ ー ビス が ネ ッ トワー ク を介 し

て,多 数 の 利用 者端 末 に提 供 され る オ ー プ ンな形

で 行 わ れ る こ とに な ります が ネ ッ トワー ク と コ ン

ピ ュー タ,ネ ッ トワー ク と端 末 の イ ン タ ー フ ェイ

ス につ い ては 必 要 な技 術 基 準 とか 標 準 を,ま た操

作 上 の共 通 の約 束 ご とな どを 皆 の 納 得 つ くで定 め

て お く こ とが 必 要 だ と思 い ます ね 。

申 山 要 す るに,1つ 表 現 端 末 が あれ ば い ろ い ろ

な シス テ ムが ア クセ スで き るの で ユ ー テ ィ リテ ィ

が広 い とい うこ とは い え ます ね。CATVの 方 は

ど うで し ょ うか 。 ア メ リカ で はプ 最 初 テ レ ビ制 作

会 社 が 入 っ ては い け な い とか規 制 色 が 強 か った よ

うです が,最 近 は規 制 色 を緩 め て い る よ うで すね 。

石 黒 ア メ リカ の行 き方 は 日本 とは 非 常 に 違 い ま

す 。 ベ ク トル が 上 向 き と下 向 き く らい の 差 が あ る

と思 い ます 。 ア メ リカ のCATV規 制 は,元 々F

CCに は規 制権 限 が ない とい うこ とか ら出発 して

い るん で す ね。 しか し,い わ ゆ る ナ シ ョナル ・コ

ンセ ンサ ス を得 る過 程 で,誰 か が 調整 役 と して采

配 を振 る必 要 が 生 じ,そ の 役 がFCCに 求 め られ



た わ け で す 。 しか し,FCCは 議 会 が権 限 付 託 を

決 め なけ れ ば 動 け な い とい うの で長 い 間CATV

規 制 の介 入 を 拒 否 して きた ん で す 。結 局,FCC

の 本来 業 務 で あ る放 送 事 業 に 対 す るマ イ ナ ス の イ

ンパ ク トを調 整 す る とい う名 目で 介 入 して き ま し

た 。 しか し,だ ん だ ん時 代 が 進 んで 来 るに つ れ て

FCCの 規 制 自体 が意 味 が な くな っ て きた とい う

の が 実 態 だ と思 い ます 。 それ が 大 体,1970年 代 の

中 頃 か ら1980年 代 の 初 め に かけ て の時 点 です 。 元

元 ア メ リカ は フ リー ・エ ン トラ ンス な ん です ね 。

誰 で も 自 由に 入 って きて もい い が,競 争 原則 の中

で フ ェ ア コ ンペ テ ィ シ ョンを維 持す る上 で必 要 な

義 務 付 け とか 制 約 とい うもの が 自ず か らあ ります

よ とい う考 え方 な ん で す 。 い わ ゆ る レギ ュ レー シ

ョ ン とい う言 葉 は こ うい う意 味 な ん で す 。 規 制 と

レギ ュ レー シ ョ ンは や や 語 感 が 違 うと思 い ます 。

日本 に は,CATVの た め の有 線 テ レ ビジ ョン法

とい う法 律 が あ ります が,ア メ リカに は そ うい う

もの は あ りませ ん。CATVに 関 して単 独 立 法 を

持 って い る国 は,世 界 で も 日本 だけ な ん です 。 だ

か ら ア メ リカの 場 合 は,全 部,リ ポ ー ト ・ア ン ド

・オ ー ダ ーだ け で 実 施 して きて い るわ け で す。

確 か に 日本 に は 有 線 テ レビ ジ ョン法 とい うもの

が あ ります 。 しか し実 は,そ の 内 容 は誰 で も参 入

してい ら っ し ゃい とい うもの な ん で す ね 。 変 な話

です が,何 の義 務 も規 制 もな くて,自 由 に お や り

な さい って いわ れ る と,か え って 仕 事 の や りに く

い面 が あ る んで す 。 例 えば,実 行 面 で 省 庁 間 の 調

整 を必 要 とす る 問題 が 当 然 出 て き ます 。 そ う した

場 合,関 連 す る省庁 や 地 方 自治 体 が 理 解 で き る統

一 的 な プ リン シプル が全 然 ない の で
,パ タ ッと大

きな 壁 に ぶ つ か って しま う とい うのが,こ れ まで

の 実 情 な ん で す 。 そ うい う意 味 で,日 本 は や た ら

ニ ュー メ デ ィアの もた らす世 界
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と 自由 で,ア メ リカは 入 っ て くるの は 自 由だ が 何

が しか の規 制 を し ます よ とい う約 束 事 の違 い が あ

り,こ の 点 が 根 本 的 な 違 い じゃ な い で し ょ うか。

既存の概念 ・法律 を見直す時期

一 役割の相互補完へ一

中山 今のお話のように,ニ ューメディアが出て

くると,い ろいろ古い法律を気遣 う必要が出てく

るんですね。公衆電気通信法とか有線電気通信法

とかですね。一番有名なのは,回 線開放の問題で

す。また,バ ンキングシステムをやろ うとすれば

銀行法にぶつかる。証券会社が証券情報システム

をやると証券法に抵触するといった具合に,い ろ

んな法律にぶつかるんですね。それを同時にニュ

ーメディアは古いメディアを使って仕事を してい

る人を脅かす面があ ります。それに対する反撃 と

谷 池 宏 氏

か 反 動 とい い ます が,ニ ュ ー メデ ィア に対 す る抵

抗 とい った もの が 明 らか に 出 て きて い ます ね 。 例

えば テ レテキ ス トに は 新 聞社,デ ー タ通 信 を電 電

公 社 とか,CATVと 放 送 会 社 とか,い ろ ん な面

が 出 て き て い る と思 い ます が,こ うい う現 象 は 今

後 ど うな っ てい くの で し ょ うか 。
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前野 でも最近はあまり反対 しなくなった ようで

すね(笑)。CATVは,10年 ぐらい前には既存の

放送局などからかなりやられましたが,最 近は,

自分の中に取込んでいこうとい う考えが空中波の

放送局側にあるようです。例えば,NHKな んか

は再放送についても昔はかな り著作権を楯に して

厳 しかったのですが,最 近は どうぞおや りなさい

と変っています。もっとも,そ の代 り受信料は集

めて下 さい よといっているわけですが……。また

新聞社も,テ レテキス トなんかは自分の陣営に引

き込んだ方がいいという風に態度が変ってきてい

ます。

中山 画像通信の場合もやは り既存のメディアか

らの反発 というのはあ りますか。

谷池 キャプテンは実験の始まるまでは印刷メデ

ィアに大きな脅威を与えるなどといわれ ましたが

実験を通じてキャプテンが補完的な役割を果す と

い うようなことがわかって……。

一寸話が違いますが実験では電電公社がセンタ

ーと利用者端末を作 りそれを公衆網に繋いで行っ

ていますが,商 用時は電電公社の独占ではなく端

末は家電メーカーが作 り,セ ンターは民間の方々

が網に接続 して自由に出来 るようになります。だ

からこそ家電メーカーさんが,い ろいろ知恵を し

ぼってやっているわけです。

中山 そ うなると接続手順がみんな違ってくると

い うこともあ り得 ますね。

谷池 自由とはいっても,自 由の中で多くのもの

にプラスになるルール とか共通性とい うものを民

主的に確立 していくことは必要です。センターや

端末の接続に必要な技術面の統一 が 必 要 でしょ

う。その辺をきちんとしておかなければ,混 乱 し

て何のことかわからなくなるのじゃないかと思い

ます。

中山CATVも,あ る程度接続は統一 しておい

て,い ろんなものをアクセスした方がいいんで し

ょうね。映画とか学校教育とか,放 っておくと全

部がバ ラバ ラになる危険があ りますね。

石黒 そこのところが結局,日 本のCATVの1

つの曲り角だと思います。古い体質を残 して今ま

できました。それがいきな りニューメディア時代

にぶつかって進路を選ぶ時,ど っちの方向に向か

うのかとい うことですね。今,そ うい うところに

さしかかっていると思います。具体的には,い わ

ゆる有線テレビジョン放送とい うような名前で放

送概念の延長線上でやっていくのか,あ るいは,

コモンキャリアの特殊領域とい う立場でやるのか

とい うことです。後者の立場に立つとCATVは

ただその通 り道だけを提供するということになっ

てしまいます。 ソフ トウェアとかそれにかかわる

いろいろなことはユーザー側の方に任せて しまう

という形ですね。そうい う意味で日本のCATV

は1つ の曲 り角に来ていると思いますね。

中山 要するに設備が出来た後のサービスの提供

は どうあるべきかとい うことですね。これは通信

衛星でも同じことが出て来 ると思いますが,そ の

辺はどうい う風にお考えになりますか。設備もサ

ービスも両方やるということになると
,メ デ ィア

の集中が起こるなど弊害があるとい う説 もあ りま

すが……。

前野 そうですね。やは り情報の一手集中は よく

ないことでしょう。

設備 とサー ビスの分離が大勢

一 放送衛星の時分割利用も一



中山 設 備 は あ る程 度接 触手 順 とい った も のを 定

め てや り,サ ー ビス は 開 放 して 自由 にや らせ よ う

とい うのが ア メ リカの 現 在 の考 え で すね 。通 信衛

星 な ん か もそ の考 えに 立 っ てい ます 。

前 野 テ レ ビ放 送 で も フ ラ ンス で は,放 送 設 備 を

持 つ 会社 と,そ こ に番 組 を 提 供 す る会 社 を 別 々に

作 って い ます ね 。僕 は,設 備 とサ ー ビスを 別 に す

る会 社 の 方 が 今 の と ころ は い い ので は な いか と思

っ て い ます 。 分 離 して サ ー ビス の部 分 を 自由 にや

らせ れ ば,い ろい ろな 競 争 が 出 て く るの で プ ラス

面 が 大 きい とい う考 え で す ね 。

石 黒 私 もそ う思 い ます 。 今,い ろい ろな 意 味 で

通 信 政 策 が検 討 され て い ます が,例 えば,「 放 送」

に は 放 送 す る設 備 と して の無 線 設 備 と中 味 で あ る

プ ログ ラ ミン グが あ り,日 本 の場 合,そ れ が ワン

セ ッ トに な って い ます ね 。 語弊 が あ りま す が,シ

ャム双 生 児 み た い に 背 中 で く っつ い て い る とこ ろ

に 問題 が あ る の じゃな い か と思 い ます 。 特 に設 備

の設 置 とか 建 設 とか 設 備 投 資 の ウ ェイ トの 大 きな

もの は,ど うして も そ の部 分 が 優 先 され 先 行 す る

の で ソ フ トウ ェア の方 が 遅 れ て しま うとい うこ と

が あ ります 。極 端 な場 合 ソフ トウ ェ アは,設 備 に

合 わ せ て い く とい うこ とに な る傾 向が 強 い わ け で

す 。 これ で は,子 供 を背 負 って運 動会 で走 る よ う

な もので す(笑)。 や は り,そ うい う点 で身 軽 に な

りたい と考 えな い こ と もあ りませ ん。

中 山 回線 開 放 問 題 が,ま さに そ の通 りな んで す 。

石黒 そ うな んで す ね 。

中 山 電 電 公 社 は 単 な る線 貸 し業 で は あ りませ

ん 。 加 入電 話 そ の 他 のサ ー ビスを や っ てい るわ け

で す か ら,自 由 化 して しま う とサ ー ビスが 犯 され

て しま う。 だ か ら回 線 は 貸せ な い とい う発 想 な ん

で す ね 。 だ か らや っぱ り設 備 とサ ー ビスは 切 り離
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さな い と弊 害 が 出 て きち ゃ うとい うんで す ね 。 た

だ,切 り離 して い い か ど うか に も疑 問 が あ る と思

い ます 。 例 え ば,実 際 に 番 組 を 作 って い る と ころ

がや らない と,い いCATVは 出来 ない の じゃな

い か とい う話 もあ ります で し ょ う?

石 黒 え え 。 ア メ リカ の例 で い い ま す と,考 え方

と して は,無 線 設 備 と して の 送 り機 能 は む しろ 設

備 機 能 で あ って,番 組 を 調 達 す るの は 別 だ とい う

こ とです ね 。 ア メ リカは3大 ネ ッ トワー クに な っ

て い ま す か ら,最 初 は 第4ネ ッ トワー クみ た い な

もの を 育 成 す る方 向 だ った の で す が,そ れ が 出来

前野 和久 氏

ない ま まに 現 在 に 至 って い ます 。 で す か ら衛 星 に

よる番 組 供 給 会 社 の賑 い ぶ りを 見 る と,3大 ネ ッ

トワー クに独 占 され て き た無 線 形 態 と 同 じこ とが

CATVで も出 て く るの では ない か とい うので,

ワ ー ツ と出 て きた とい う面 が あ る と思 い ます 。 動

に 対 す る反 動 み た い に,ア メ リカ の場 合,2割 く

らい しか 生 き残 れ な い の じ ゃな い か と思 い ます 。

経 済 ベ ース に 乗 れ る とい うの は 極 め て 少 い とい う

気 が します 。

前 野 日本 では テ レテ キ ス トの場 合 も,放 送 局 が

持 って い る電 波 の 一 部 を使 ってや るわ けで す 。 本

来 な ら放 送 局 が や るの で し ょ うが,実 際 に は,第



c
」
島

12

'
ろ ㌢ …/

3機 関の文字放送局みたいなものを作って設備は

放送局から借 りてやるとい うのは,こ れから設備

とソフトウエアを分離 してやるとい う風に動いて

いくことを示 していると思います。

放送衛星については,今BS-3で チャンネル

を申請している時限ですが,1つ のチャンネルを

いくつかの番組提供会社に分けて,そ れぞれの時

間帯をたくさんの会社が使っていく形態を考えて

もいいと思います。アメリカのロスアンゼルスあ

た りでは,何 時から何時 までは 日系の放送会社,

何時から何時まではスペイン系放送局といった具

合に1つ のチャンネルを何社もで使っています。

つまり,放送衛星も,チャンネルの時間貸 しみたい

なことはやってもいいのじやないかと思います。

中山 そ うですね。アメリカのオープンスカイポ

リシーとい うのは,そ うい う哲学なんでしょうね。

設備はある程度 コーンソシアル的にみんなの出資

を受けて一方的にやるけれども,使 うのは自由だ

という思想ですね。

谷池 我国のキャプテンでも共同利用形のセンタ

ーハー ドを電電公社が提供しその運営的なものを

やる法人を どうい う形で作るかとい うことが論議

されています。最初の段階で頭の中を完全に整理

してお く必要があ りますね。共同形センターの情

報に関する業務のあ り方など根本的な考え方をハ

ッキ リしてからやるべきだとい うことですね。

中山 今,私 鉄が光ネヅトを沿線には り始めてい

れますね。また,国 鉄や電力会社は,電 電公社の

光ネットで出来ています。そうなるとかなり大手

で資本力も技術力もある大企業が出てくることに

な り,中 小企業では参入しづらくなってきます。

バンキングシステムや証券情報システムをやると

いっても,資 本力や技術力のない中小企業では出
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来ないから,大 手を中心にし再編成 とか系列化と

いった問題が出てきます。この点についてはどう

お考えですか。ニューメディアを契機に して,中

小企業は どうなっていくのかとみなさん非常に心

配 しています。

石黒 ニューメディアというと,フ ィージビリテ

ィの点でエンドユーザーとしてどちらかいい うと

ファームの問題が先行する傾向があ ります。けれ

ども一般大衆といいますか,家 庭 とかエンドユー

ザーとい うものを想定しますと,そ こに到るまで

の伝送経路が絞 られ ると,中 小企業が参入 してく

る機会が失われるとい うことがあるかもしれませ

ん。 しか し,伝 送経路が リダンダントになると,

逆に参入機会が多くなるように思われ ます。 トー

タルな ビジネスとしては,例 えばパイがこれだけ

だから落っこちる人が出るといった場合,そ れは

大企業も小企業 も同じじゃないかと思います。む

しろ企業利潤の体質,電 気通信を通じ媒体を使っ

てビジネスをした場合に利益とい うものをどう考

えるか とい うことが問題となるのではないかと思

います。例えば,我 々の現在のCATVの 料金構

造からいいますと,加 入者1件 あた りのコス トが

12万円かかるとします。そ して月料金が千円とし

ますと年間収入は1万2千 円とい う計算になりま

す。ということは,投 資コス トに対 し年間10%し

か戻ってこないとい うことになります。 しか もこ

れはグロスの話でして,ネ ットインカムはせいぜ

い20%と か30%に なるわけです。これは,仮 の話

ですが,こ の12万 円を銀行に預けておいた方がよ

ほどいい利益率になをわけです。 しかも苦労は一

切いらない。そ うい う点からい うと,企 業 として

は旨味がないとい うことですな。こう考えるとあ

る程度参入が進んだ後には,統 合とか再編成とか



い ろい ろ な ア ク シ ョンが起 る と思 い ます 。

中山 そ う します と,あ る程度,設 備 は 開放 して

サ ー ビスは 自 由に し,自 由 競 争 の 原理 に委 ね て育

てた 方 が い い とい う発 想 で す ね 。

石 黒 い わ ゆ る ビル トイ ン ・ス タ ビ ライ ザ ー じ ゃ

な い です が,経 済 原 則 が こ う した 企 業 全 体 に 働 く

の で は な い か とい う気 が します 。

こ れ か ら が 正 念 場

一 ステップ・バイ・ステップで推進を 一

中 山 将 来 ど うい う風 に な っ てい くか とい う問 題

は あ るわ け で す が,国 や 政 府 が 力 を 入 れ て 育 て て

い く努 力 とい い ます か 助 政 策 に つ い て もい ろい ろ

あ る と思 い ます が,そ の 辺 は ど うで し ょ うか 。

前 野 僕 が ニ ュー メ デ ィアに 期 待 す る のは,民 間

企 業 が さ らに参 入 出来 る よ うに な っ て きた とい う

こ とで す 。 今 まで の メデ ィア の世 界 とい うのは,

例 えば,電 話 だ った ら電 電公 社,放 送 な らNHK

が 独 占 して きて い るわ け です 。僕 に い わせ れ ば,

電 電 公 社 が 今 まで 電話 で 独 占 出来 た の は,あ れ だ

け膨 大 な投 資 は 民 間 で は や りきれ な い の で1つ お

願 い します とい う形 で 頼 ん で きた わ け で す 。 そ れ

が 今,衛 星 だ った らた か だ か2百 何 十 億 円,ホ テ

ル1軒 を建 て る くらい で 上 げ られ るそ うで す か,

そ れ で 日本全 国 を カバ ー 出来 る よ うに な っ て ぎ て

い るわ け で す。

極 論 で す が,そ うなれ ば 民 間 の企 業 で も仕 事 に

な って ぎて い るわ け です 。 です か ら ニ ュ ー メ デ ィ

アの 世 界 とい うの は,中 小企 業 が ま とま っ て参 加

しま うとす れ ば チ ャ ンス が大 変 出 て来 て い る と思

い ます 。 そ うい う点 で,ニ ュー メデ ィア とい うの

は,非 常 に 民 主 的 な メデ ィア だ と思 うわ け で す 。
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楽 観的 では あ ります が,そ うい う点 を もっ と生 か

して い け ば,制 作 に して もか な り出来 る の で な い

か と期 待 した い 気 持 ち な ん で す 。 な か な か そ うは

い き ませ ん が ね(笑)。

谷 池 キ ャプ テ ンの場 合,個 人 で もた か だ か50万

円 ぐ らい の 入 力端 末 さえ あれ ば,情 報 提 供 に よ り

商 売 が 出来 るわ け で す 。 個 人 が 支 払 え る程 度 に安

くな った とい うこ とで,非 常 に 庶 民 的 な ツ ール な

ん です 。 それ か ら よく聞 か れ る のは,CATVと

キ ャプ テ ンを比 較 して どっ ち が 良 いか をい う質 問

で す 。 しか し メデ ィア の 特徴 を考 えれ ばわ か る こ

とで す が,両 者 が 真 剣 勝 負 を して どち らが 良 い と

か 悪 い とか とい うよ うな もの で は な い の で す。 全

く違 う適 応 性 と用 途 を 持 っ てい る もの な ん で す 。

何 故 か とい うと,電 話 を 使 うキ ャ プ テ ンは 地 図 上

に描 か れ る メ デ ィアの デ ィス トリ ビュ ー シ ョンの

姿 がCATVと 全 く違 うん で す 。 や は りそ の ツ ー

ル に合 った 姿 の デ ィス トリ ビュ ー シ ョンに 合 わ せ

て発 展す る しか な い の です 。 そ の代 わ り,キ ャブ

中山 隆夫氏

テンでは電話の声が通る道幅 しかないため動く画

などは送れませんね。

中山 みなさん十分に理解されないままに,観 念

が先行 しているんですね。

谷池 だか ら私達 も痛切に感じるのは,ニ ューメ
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ディアの長所的なすごい所が将来はこうなった方

がよいとい うことに結びついて非常に結構な結論

を出 しているんです よね。

キャプテンの一番の問題は,要 するに2,㎜ 万と

か3,000万 とかのテレビと電話をお持ちの方はお

られるが商用機アダプターを買って入るかどうか

ということになると,多 くの良きソフトやサービ

スがサプライされていなければ入 らないというこ

とにな ります。そういうことが実現すればユーテ

ィリテ ィが及ぶという答えが出てくれるわけです

が,そ こに至るプロセス,問 題の解き方が難しい

ところです。情報提供者は多くの利用者がいない

と情報を提供する気にな りませんからね。非常に

知恵のいる所なんですね。

中山 ニューメディアというのは,や は り最終的

にはソフトウェアだ と思います。それだけに,ソ

フ トウェアの振興育成 ・助成とい うものが大事だ

ということにな りますね。

前野 もう1つ 考えてほしいのは,ニ ューメデ ィ

ア時代は情報をお金で買 うとい う時代になるとい

う問題です。当然,家 庭によってはお金を払 うの

が困難だとい う状況も出て来るわけです。この前

アメリカへ行った時に大変ショックだったのは,

アメリカにもお金が払えないのでCATVの 番組

が見られない人がいるとい うことです。ちょうど

ある世界選手権が聞かれていたのですが,所 得が

低くてお金の払えない人は自分達 と同じクラスの

人々が戦っているという非常に身近な番組でも見

られないわけです。そのために生活保護みたいに

メディアにアクセスするための補助金を出せ とい

う運動があると聞きました。そ うい う問題がこれ

から日本にも出て来ると思いますね。

中山 ニュースその他については出すべきだとい

う説 もあ りますね。

前野 その分は広告代を払っているわけで しょう

が,受 信料も広告代も払った上に直接料金を払わ

なければならなくなると,や は り問題が出てくる

わけです。

石黒 行政サイ ドに期待するのは,こ れまでは少

なくとも予定調和的なことがアプリオリにあって

そこでコンセンサスを得て政策が乗っかるとい う

傾向が一般的であった。こうしたパターンを前提

に政策を考える危険性がまだまだあるのではない

かと思 うんです。

中山 やってみないとわからないですね。

石黒 それに,恐 らく日本最高の頭脳を集めてい

る官庁 といえども,神 のみぞ知る領域のことはわ

か りませんね。ですからわか らないことはわから

ないこととして情況を見究めながらステヅプ ・バ

イ ・ステップで行動するパターンを確立 していた

だく必要があるとい うことを強 く感 じますね。

前野 それから今,放 送 とか通信 とかに分けられ

ていますが,だんだん1つ になってくるで しょう。

そ うなると,今 まで分けていたものをどうするか

とい うことが問題にな ります。

中山 どうしても分けて線を引きたがるという人

がいますからね。

古い勢力が,既 得権を侵害されたくないないと

い うことにな りますからね。

前野 あらゆる部分で出て来るのではないでしょ

うか。そういう点でいえば,法 律でカバー出来な

いものがた くさん出て来て,そ の度に国会を開い

て法律を改正しなくてはならなくなりますね。

申山 これが難 しい(笑)。 まだみんな要領を得て

いませんから,こ れか らが難 しい時代だと思いま

すね。 どうもあ りがとうございました。
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アニ メ制 作 に新世 界 を開 く
NHK・CANVASシ ス テ ム
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三 放送番組の制作 に活躍 ミ
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d`[|P.htlUJ

今 日,コ ン ピ ュー タ に よる映 像 表 現 を実 現 す る

た め の 装 置 や技 術は,著 しい 発 展 を遂 げ てい る。

そ の結 果,テ レ ビ番 組 で も,そ の 内容 を よ り効 果

的 な もの に す る ため に,コ ン ピュ ー タ グ ラ フ ィ ッ

クス や,コ ン ピ ュー タ ア ニ メ ー シ ョン な どに よ る

特 殊 な 映像 表 現 が盛 ん に用 い られ る よ うに な っ て

い る。NHKが 開発 し,実 用 に供 してい る この シ

ス テ ム もそ の1つ で あ る。

CANVASは,ComputerAnimationVideo

ArtSystemの 通 称 で,NHKの 総 合 技 術 研 究 所

が 開発 したVSG(VideoSigna1Generator)の 実

用 化 を 目的 に,ア ニ メ ー シ ョン画 面 の 制 作 か ら,

そ れ を放 送 番 組 に 利 用 す る際 の 表 示 ・表 出 に 至 る

ま で,必 要 とな る機 能 を す べ て1つ に ま とめ た 独

立 シ ス テ ム と して新 た に 設 計 ・開 発 され た 。 充実

した 表 示 機 能 を も って お り,専 用 言 語 に よ るプ ロ

グ ラ ム作 成 を す る こ とな く,フ ァ ン クシ ョ ンキ ー

な どに よ っ て,ア ニ メ ー ン ヨン画 面 を 容 易 に 作 成

す る こ とが で き るな ど,極 め て 操 作性 の 高 い シ ス

テ ムに な って い る。

NHKの 総 合 技 術 研 究所 は,早 くか ら放 送 へ の

応 用 を 目的 と した コ ン ピ ュー タ ア ニメ ー シ ョンの

研 究 と,そ の た め の カ ラー 図形 出 力装 置(VSG)

の 開発 に取 り組 ん で い た 。 そ の成 果 は,昭 和49年,

選 挙 開 票番 組 を 中心 に,解 説 用 の グラ フ表 示 や 簡

易 ア ニ メー シ ョ ン表 示 とな って結 実 した。 しか し

VSGは,あ くま で も大 型 コ ン ビ=・一夕の 出力 端

末 の1つ と して,ま た研 究 開 発 用 と して試 作 され

た もの で あ った 。 そ の ため,ア ニ メ ー シ ョン制 作

に 当 っては,専 用 言 語 に よる プ ロ グラ ムの 作 成 を

必 要 とす る な ど,一 般 の放 送 番 組 用 と して実 用 化

す るに は,ま だ まだ 不 備 な 点 が 多 か った 。 そ こで,

こ のVSGを 基 礎 に して,放 送 用 と して独 立 に 実

用 ア ニ メ ー シ ョン シ ス テ ムに ま とめ あ げ た もの が

ほ か な らぬCANVASだ った 。

「選 挙 開 票速 報 に 本格 的 に活 用 しは じめ た のは,

昭 和51年 で した 。 ア ニ メ ー シ ョン画 面 を 比 較 的 に

簡 単 に 作 成 ・表 示 で き る シス テ ムで あ る とい う点

で,こ れ か ら も放 送 番 組 の 作 成 の うえ で 大 きな役



割 を 果 して くれ る もの と期 待 して

い ます 。 現 在 で は,毎 週 金 曜 日の

"各 地 の天 気
,世 界 の天 気"や,ニ

ュー ス番 組 の サ ブ タイ トル の作 成

な どに 活 用 して い ます 。」(NHK

運 用 技 術 局担 当 者)

そ の操 作 性 の 良 さに よ って,天

気 番 組 が ニ ュ ース番 組 で も,ギ リ

ギ リまで の 定 時 の 情報 を イ ンプ ッ

トして画 面 表 示 が で き るの で,情

報 量 の豊 か な 番組 の 制 作 が で き

る。 ホ ッ トで 確 度 や レベ ル の 高 い

情 報 ツール が 一 方 で 大 きな 役割 を

担 うであ ろ うニ ュ ー メデ ィア ・エ

イ ジ に と って も効 果 的 な ポ ジ シ ョ

ンを確 保 す る もの とみ ら れ て い

る。午 後6時 の放 送 番 組 で い え ば,

午後 す ぎに パ タ ー ンを つ く りそ の

後 の デ ー タを 確 実 に 活 用 して 放 送

に 間 に合 わ せ る こ とが で き る。 ま

た,動 くパ タ ー ンや 動 くグ ラ フが

つ くれ る ので,番 組 の 密 度 も高 く

な る 。

現 在,天 気 番 組 の ほ かNHKに

スペ シャ ル,マ イ コ ン入 門,語 学 講座 とい った番

組 の タイ トル,グ ラ フ,地 図,ア ニ メー シ ョンな

どが主 な守 備 範 囲 で あ る。 全 体 の40%が タイ トル

関 係 で,他 は20%ぐ らい の 割 合 に な って い る。
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シス テ ム構 成 は,画 像 デ ー タ処 理 用 の ミニ コ ン

ビr.・一頃タ(V-400)を 中 心 に,そ の 周 辺 設 備 と表

示 処理 用 の 図形 出 力装 置 お よび 同 基 盤,カ ラ ーエ

緋

謬

さ

浪蓼

〉雀
　

翼.、 、

漁

ン コ ー ダ ーな どの 付 属 設 備,制 作操 作卓,送 出操

作 卓 で 構 成 され て い る。 小 部屋 に納 ま る機 器 構成

だ が,そ の パ ワーは 想 像 以 上 に 大 きい 。 他 の 外部

シス テ ム と結 合 させ て,ア ニ メ ー シ ョン表示 を 行

うこ とも で き る。

装 置 に つ い て,い ま少 し詳 し くみ てみ よ う。 ま

ず,図 型 出力 装 置 で あ る。 基 本 的 に は,VSGに

おけ る動 画発 生 の ため の原 理 を そ の ま ま踏 襲 して

い る が,い くつ か の新 しい 機 能 もつ け 加 え られ て

い る 。表 示 で き る 図形 は,2次 的 図 形 と ドッ トパ

ター ンの2種 。前 者 は,一 様 な輝 度 と色 彩 で 内部

が塗 りつ ぶ され た 任 意 の形 状 の 図形,後 者 は,文

字 に 代表 され る 図形 で あ る。 しか も,こ の装 置 で

鴨
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M'訓 ◎【疋M(変 復調器)

は,複 数のこれ らの図形で構成される表示画面を

図形群の位置や形状を変化させながら,テ レビの

走査線に対応できる動画として順次に実時間で発

生させることができるなど,大 きな特性をもって

いるo

また,こ の装置のプロヅク構成は,デ ータ処理用

のCPUの 共通バスに直結 した形になっている。

装置の処理機能を分離 し,そ れぞれに対応する処

理部分を直列に結んだパイプライン構造になって

いるのも1つ の特徴である。その結果,高 レベル

の高速処理が可能になっている。

「しか し,そ れでもまだ一定時間内に処理でき

る1..一.ダーの数には限度があ ります。1画 面当た

り512個 以内とい う表示オーダー制限のほか,1

走査線当た り境界線が円弧オ・・一ダーー一・は32個 以内で

す し,文 字オーダーは最 大160/画 面,20個/走

査線以内となっています」(前 出運用部)

動画面の表示は,基本的には33msの フレームサ

イクルで行われるが,必 要に応 じてコマ落 しをす

ることもできるようになっている。カットは,画

面制作 とこれに続く送出の単位のことだが,複 数

のカットを集めて,自 動連続,マ ニュアル送出,

カット選択など多様な送出形態をこなすことがで

きるようになっている。このように編成 したもの

が,い わゆる ミ番組素材"と 呼ばれるものだが,

番組素材にはそれぞれ ミユニークコー ド"が 付 さ

れてお り,こ れに従って製品の管理をするように

しているとい う。表示機能の詳細にっいては次の

項で述べるが,出 力装置の高性能{生は5将 来のシ

ステム拡大の1っ のカギを握 っている。

L
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原 理 的 に は2次 閉 図 と文 字 が 表 示 の 基 本 に な っ

てい るが,そ の表 示 要 素(画 面 の表 示 単位)は 多 角

形,長 方形,円,扇 形,文 字 列,図 形 パ タ ー ン,

円 グ ラ フの7種 類 の シス テ ムが 用 意 され てい る。

この うち,図 形 パ ター ンは,パ タ ー ンバ ッフ ァ

ーが 開 放 され て い る機 能 特性 を生 か して,精 細 な

図形 を ト ップパ ター ンで表 現 す る シ ス テ ム で,番

組 用 の 画 面 構 成 に 大 きな 威 力 を発 揮 してい る。 図

形 ・文 字 の表 示 で は,表 示 要 素 ご と

に,表 示 位 置 と色,表 示 レベ ル を 決

め れ ば 静 的 な画 面 構 成 が 決 ま る。 基

本 的 には2次 元 表 示 だが,16段 階 の

表 示 レベ ル に よ って 図形 を重 ね て表

示 す る こ と もで き る。

動 画 パ ラ メ ー タ ーは 個 々の 表示 要

素 ご とに 動 きの パ ラ メ ー タ ーを 与 え

れ ば,動 画 を構 成 す る こ とが で き る。

動 画 の 種 類 は,移 動,回 転,拡 大,

縮 小,変 形,色 変 化,連 続 発 生,引

き抜 ぎ,マ ス キ ン グ,ブ リキ ン グ,

円 グ ラ フの 展 開 の10種 類 の シス テ ム

が 用 意 され てい る。 また これ らの シ

ス テ ム の中 か ら,3種 類 まで の 組 み

合 わ せ が で き る。 例 えば,移 動 十拡

大+色 変 化 な どで あ る。 さらに,反

復 ・往 復 運 動 の機 能 を利 用 して動 き

に バ リエ ー シ ョ ンを 与 え る効 果 を 演

出 で き る。動 き の パ ラメ ー タ ーは,

表 示 要 素 ご とに4つ の ポ イ ン トを指

定 す る と,空 間 偏移 量 が時 間 に比 例

した 直 線 的 な 動 きで 表示 す る。

ア ニ メ ー シ ョン制 作 を 簡 単 な操 作 で,い か に 可

能 にす るか 一 これ がCANVASの シス テ ム開

発 の 中 で,最 も大 き な課 題 だ った とい う。

では,こ の課 題 は,ど れ だ け 満 され た の だ ろ う

か 。操 作 の シ ス テ ム の設 計 に あた っ ては,ア ニ メ

ー シ ョンの デ ザ イ ナ ー 自 らが 操 作 卓 の前 に 座 り,

自 らが 制 作 す る こ とを大 前 提 に して行 わ れ た 。 そ

の た め に は,フ ァ ン クシ ョ ンキ ー やペ ンを使 っ て

モ ニ ター とイ ンタ ラ クテ ィブ(対 話 的)に 行 うこ

とが 不 可 欠 に な る 。 こ の課 題 を実 現 させ る ため 番

組 素 材,カ ッ トの 属 性 とそ の 編成 の 登録 を分 離 す

るな ど,多 くの 新 しい 技 術 開 発 が 行 わ れ て い る 。

CANVASは,わ ず か10人 の チ ー ムの成 果 で あ

る とい う。 新 時 代 へ の 貢 献 が 期 待 され る。(M)
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.=工 日 』畳± コ

東京証券取引所

市場第二部売買 システ ム

▼ ニ ュー ル ック の シ ステ ム売 買 室

▼売りも買いもすべて端末機でこなす ▲独特の雰囲気を演出していた従来の第二部市場

時代の流れがヒシヒシと感じられるシ

ーンだ。活気と喧騒が主役だった証券取

引所の場立ちが,コ ンピュータの端未機

の前に座った才取会員会社の社員の手で

静かさの中で進め られている。お客は,

通信回線を介 したはるか彼方にいて,や

はり,会 員証券会社の店頭の端末機で売

り買いしている。東京証券取引所が開発

した市場第2部 売買システムは,来 たる

べきニ ューメデ ィア ・エイジに備えて伝

統の世界を塗 りかえ始めている。

|
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▲ ズ ラ リ並 ん だ デ ィス プ レ ー 上 に 全 銘 柄 の 値 動 き が 表 示 さ れ て い る 。

符 丁 を 操 って い た 指 が,今 で は 治

キ ー ボ ー ドを打 って い る。
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<シ ステム導入で 出来高は倍に

増えた
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▼どのデスクにも端末機が据えられている

<デ ィスプレイ上の値動きをみつめるお客

システム売買の導入で証券会社の窓ロ風景

も,す っか り変 った。客は自ら端末の前に座

り,値 の動きを直接知 り,売 買のタイミング

をはかる。電話の注文にも的確な情報を素早

く提供できるので第二部銘柄の取引きに対す

る信頼も生まれ,取 引高も増えている。市場

全体では2倍 になった。

ロ
ソ
i
'

▼証券会社の主役もコンピュータ

誇

この売買シスムテは,東 証市場第

二部の売買取引を機械処理するため

に開発された。銘柄数で500銘 柄。

1日,1億 株の売買をこなすことが

できる。かって売買立会場に集まっ

てきた証券会社の担当者は,そ れぞ

れの本店の端末装置で売買注文の発

注,約 定内容の受信,注 文状況,売

買状況等の問い合せなどの業務をす

べて行 うことができる。売買立会場

に代って東証の中には売買システム

室がおかれすべてをコンピュータ処

理をする。昭和53年8月 に東証内に

システム開発のための委員会が設け

られ,開 発に着手,57年1月 からシ

ステムが稼動しはじめた。

「将来は一部市場へも」と関係者

は張 り切 っている。

1
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囲
ニ ュ ー メ デ ィ ア の旗 手 と な る か

CATVの ゆ くえ

㈲日本新聞協会 金 子 秀 明

1大 手の新規参入あいつ ぐ

有線テレビ(CATV)に 関心が集っている。

CATVを テーマに したセ ミナーはど こ も満 員

で,そ の参加者も,商 社,流 通,鉄 道,金 触など

バラエティに富み,広 範な業者がCATVに 関心

を寄せていることを表わ している。最近,ア メリ

カで開かれたCATVの 展示会には,日 本から約

300人 が参加,つ いには現地で,日 本人相手のセミ

ナーまで開かれるフィバーぶ りだ。一連のニュー

メデ ィアの中で,CATVは いち早 く事業化にた

どりついたとも言え,そ の動向は大変に興味深い。

郵政省の 「有線テレビジョンの現況」によると

今年3月 末現在の全国のCATV局 は昨年に比べ

約3,000局 増え,3万3,981局,加 入契約者数も約30

万件増の365万5,755件 を数えている。例年と同様

10%台 の高い伸びで,5年 前の53年に比べ,施 設

数で約1万1,000局,契 約者数では30万 件も増加 し

た。現在,計 画中の新規CATVが 開局する昭和

60年代には,契 約者数は自然増を含め5百 万件を

越え,NHKの 受信契約者数の20%近 くになると

の予測を裏付ける伸びともいえる。

一方,東 急電鉄は5月30日,郵 政省に免許申請

を行った。別会社の東急有線テレビ(五島昇社長,

資本金3億 円)が 事業の運営に当た り,東 京の渋

谷,蒲 田,下 高井戸,神 奈川の横浜,た まプラー

ザ,中 央林間など8地 域を対象に当面,1万 世帯,

最終的には3万 世帯を目標に,テ レビの再送信,

地域に密着 した公共情報,ニ ュースのほか,映 画,

スポーツ番組などを有料でサービスする。昨年末

に免許申請 した東京 ・町田市を業務エ リアとする

インターナシ ョナル,ケ ー ブ ル ・ネットワーク

(ICN)(桑 山正三社長,資 本金3億 円)に 次

ぐ都市型CATVで,近 く両社 とも認可される見

通 しだ。このほか,丸 紅は,名 古屋地区でスーパ

ーマーケヅトの「ユニー」,中 日新聞社 との三者で

5万 世帯加入のCATV建 設計画シティケーブル

を発表各地で具体的な作業を進めている。さらに,

同社は器だけでなく器に盛る中身を提供するCA

TV向 けの番組制作,配 信会社全日本CATVネ

ッ トワーク(仮 称資本金1億 円)を7月 に設立す

る。器と中身を備えた"ア ベック作戦"で の事業

への参入であ り,丸 紅では一連のプロジェク トに

総額百億円を投入するとい う。

CATVの 新たな展開は他にもある。 ミニマイ

クロウェ・一ブで,点在する既存のCATVを 結び,

大規模化を目指すのが静岡東部の8つ のCATV

局の共同事業 「ループ化」計画で,完 成すれば,

加入者は約5万 世帯 となり,わ が国最大の施設と

なる。すでに番組制作などを行 う ミ法人"を 沼津

市に建設することにし,予 備設計も終えている。

総費用は約9億 円で,地 元以外に警備保障会社,

データバンク会社なども出資に乗 り気とい う。大

規模化の際は,チ ャンネルを利用 し,映 画などの

有料テ レビを目玉にサービスする考えだ。

Eソ フ トや地域性などに問題

新規の計画が相次ぎ,バ ラ色のCATV社 会が

描かれるが,問 題も多い。有料テレビができるに

しても,そ れに見合 うソフトがあるか,建 設投資一
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が大きく,事 業的な リスクが高い。ホームショッ

ピングなどができるに しても,そ うした買い物の

習慣は日本にはなじまない……などといった指摘

だ。バラ色論よりこうした否定派の声が大きい。

さらに,現 在のCATVは 次に紹介するように

こ土着 メデ ィア
ごであり,組 織的な事業に向かな

いとい う面が強い。地域の中に生きてこそ,初 め

て生きていけるものである。

班 特色を生かした番組づくり

自主放送を行っているCATV局 は 約70局 あ

る。その規模は20,000加 人者以上の大きなものも

あれば500以 下とい うものまでさまざまだ。平均

的に3000～5000が 多い。その活動状況をい くつか

紹介してみる。

京都市の洛西ケーブルビジョン(RCV)は,

京都市が中心 となって建設 した洛西ニュータウン

にある。団地の建設費や一戸建ての住宅の場合は

分譲費に,CATV建 設費をあらかじめ盛 り込ん

でつくったニュータウン型の代表的CATV。 現

在,約1万2千 戸の加入があ り,ニ ュータウンか

ら周辺の旧住宅地にもエリアが広がっている。

ここが特色とするのは,学 校を中心とする番組

作 りで,運 動会はもちろん,児 童が自分の作文を

CATVの スタジオから放送する 「作文の時間」

は とくに好評だ。この時は児童も親 も 「誰 々君が

出る」とテレビにかじりつき,空 中波局にチャン

ネルを回す視聴者はほとんどいないい う。また,

同局では,再 放送の希望を電話で受け付けて流す

リクエストテレビをサービスしているが,夜,帰

宅 した父親が,子 供の学校での様子を知 るのに頻

繁に利用 しているとい う。新しい町のコミュニテ

ィー作 りにCATVが 大きな役割を果たした好事

例である。

長野県上田市の上田ケーブルテレビジ ョン(加

入者7千5百 世帯)の 特色は,「 空中波テレビの

マネはやめよう」 と徹底 した地ダネ主義での番組

作 りをしている点だ。夏の高校野球の県予選を中

継 し,視 聴率を70%も かせぎ,近 くにある他のC

ATV局 に ビデオを貸 しているとい う。同社の母

袋社長は空中波テ レビに比べ,映 像や制作にほと

んど金をかけられない以上,元 来競争 しても無理

があるとし,学 校から家庭に出される「学校通信」

にあるような情報をCATVで 伝えていきたいと

い う。スタジオもない半面,町 の中どこからでも

生中継できるようになってお り,「 ふだん着でテ

レビに出てもらえるように している」そ うだ。

佐賀県の唐津テレビ(1万2千 加入)は,町 内

会が合同で運営に当たる生活協同組合方式のテレ

ビ局,町 内会費とともに受信料 も集金 され,ま さ

に,「 わが町のテレビ」といったところだ。まさ

に,「 わが町のテレビ」 といった ところだ。すで

に,唐 津市内の6割 に普及 してお り,今,完 全普

及を目指 している。そ うなれば,電 波の回覧板的

な役 目を果たすと,市 役所でも期待している。

唐津テレビで好評なのは,市 長選,市 会議員の

選挙速報。選管の開票場にカメラを持ち込み生中

継 してくれるのだから,空 中波テ レビ局,新 聞も

とても太刀打ちできない同局の独壇場。開票速報

をみたいばか りに,選 挙 となると加入者が増えた

り,ど うしてもつけられない人は,も よりの家を

たずねてテレビを見るとい う。このほか,唐 津テ

レビでは,市 議会の生中継もやっているが,ま さ

に,議 会公開,民 主政治の原点にもつながってお

り,申 継以前に比べ市民の市政に対する関心が高

くなったばか りでなく,議 員も欠席はおろか,う

っか りいねむ りもできなくな り,熱 心に質疑を行

うようになった。だから所定の時間が切れても,

中継を打ち切ることはできずtt公 平"の 原則の趣

旨から,完 全生中継をしているとい う。

静岡県の下田有線テレビでは,野 菜の高騰を報

じたところ,青 果業者が抗議にきたのでそのまま

番組にその業者を登場させて,反 論を言わせる場

を与えた。アクセスの実現 しやすいメデ ィアでも

ある。

さらに,下 田市のお隣,稲 取の東伊豆テレビは

53年 の伊豆大島近海地震の際,町 役場の対策本部

▲



にカメラと送出機を持ち込んで,対 策本部の動き

を生中継 しながら,被 災住民に必要な情報,た と

えば,道 路の復旧状況,給 水は どこでうけられる

か,な どきわめて生活情報的なニュースを流 しつ

づけた。これ こそ町のメディアと,住 民から感謝

されたが,当 然の評価 といえる。

IV地 域工ゴ,閉 鎖性の懸念も

もっとも,逆 に地域に密着するがゆえの悩みも

ある。例えば,あ るCATVで は 「二=一 スが少

ないこの町では全治3日 のケガの交通事故もニュ

ースになるが,そ の責任者を実名で報道するわけ

にはいきません。大方の町の人は,だ れであるか

は,す でに知ってお り,町 のテ レビで改めて伝え

ることは,全 町内に不名誉を伝えることになる」

と語ってお り,ま た,東 北のCATVで は 「地方

議会の中継をしようとしたら,"実 態"が ばれる

と反対が起きた」とい う。このように地域性が,

そののまま地域エゴや閉鎖性の中にもまれ,ゆ が

められてゆく懸念を抱えている。

以上がCATVの 現状である。果た して,CA

TVは 大企業が描 くように発展するであろ うか。

V発 展の条件と課題

日本有線テレビジョン連盟専務理事の大石国雄

氏は,日 本でのCATVの 発展の可能性は,次 の

ような条件を前提にしていると語 る。

①CATV局 相互の結合が可能 となり,施 設の

大規模化あるいは高度化が可能 となること。

②CS(通 信衛星)な いしはDBS(直 接放送

衛星)とCATVと の連結が可能 となること。

③良質なソフトの開発 と供給システムの確立が

可能となること。

④技術革新が一層すすみ,2ウ ェイ ・システム

が開発可能 となること。

⑤既存メディアに対する反発(送 り手主導への)

があること。

⑥ニューメディアに対する国民の理解が深まっ

ていること。

一一方,日 本のCATVを とりまく今後の課題 と
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しては,

①将来,INS(高 度情報通信システム)を 運

用する電電公社 と電力,鉄 道など広範囲なケーブ

ルを持つ企業 との競合やINSに 多数のCATV

が接続 された場合の業務の切 り分けなど。(一 説

にはINSが できれば既存の空中波テレビは要 ら

なくなる,と もいわれている。)

②CATVの ネットワークを形成 していくこと

について,CSま たはDBSで の専用チャンネル

の確保が必要となる。

③既存メデ ィア以外の大手資本が情報産業に乗

り出 して来ようとしてお り,こ れへの対応を検討

していく必要がある一 。

CATVの 新規計画に,私 が期待を寄せるのは

民間の資本が,独 自の経営的な戦略から,リ スク

を負って事業を推進 していることだ。 とか く,メ

デ ィアの育成に関与しがちな国や公的機関の臭い

が少ないこともある。

それだけに,机 上では予測のつかない発展をみ

せてくれるのでは,と い う楽 しみもある。だから

先に述べたような,"土 着メデ ィア"の 既存のC

ATVと,ど のように調和をはかるかが課題 とな

る。また,今 日のCATVを 支え,育 てた経営者

の多くは,活 力と情熱にみちあふれている。幅広

く,柔 軟な思考をもっている。 ロータリー,ラ イ

オンズクラブのバ ッジをつけた地元の名士でもあ

る。こうしたCt土 着権力"が あってこそ,マ イナ

ーなCATVが 存在感をもち,360万 加入 とい う

CATVの 世界を築いてきた。ところが,新 規計'

画は大資本による"事 業"で ある。いわば金もう

けのための仕事である。情熱 と活力に欠けるとこ

ろもある。また,大 企業の経営思想では,地 域に

細かなものを配るサービスはあまり期 待 で きな

い。あくまでttマス"である。"土 着性"の強いCA

TVに どう,大 資本の企業的なセンスを生かすか

が,新 規計画の発展のカギともいえる。

既成のメディア秩序に刺激を与えるためにも,

CATVの 新たな展開に期待を寄せている。
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DB利 用 促 進 に 期 待

「デー タベース台帳総覧」について

通商産業省機械情報産業局情報処理振興課

篠 崎 和 紀

はじめに

我が国における情報化は,第 二次情報革命を迎

え大企業から中小企業へ,製 造部門から事務部門

へ,大 都市から地方へ,そ して産業界から社会,

家庭生活へと広く普及,浸 透 しつつある。情報化

の進展は,情 報に対する価値意識を高め,こ の結

果正確な情報をいかに早 く入手するかが経済活動

はもとより社会生活において今や重要な課題とな

ってきている。

一方 ,情 報化社会では,多 種多様な情報が錯綜

し,かつ膨大な量の情報が氾濫 してお り,このよう

な中で必要としている情報を自らの手で収集す る

には多大な労力と時間を要することからおのずと

限界がある。そこで情報入手に当って外部機関を

活用することにより必要な情報を迅速に入手する

とい う新 しい情報入手手段が必要となってきた。

これ らを支えるのがデータベースサービスであ

り,高 度情報化社会を迎えそのニーズは年々高ま

ってきている。データベースとは,各 種のデータ

を鯉,統 合し ・ソピュ一夕処理が可能な形で

ひとつの集合体 としたものであ り,こ れらデータ

ベースを構築 したり,あ るいは提供 した りするこ

とをデータベースサービスと称 している。データ

ベースサービスは,資源の乏 しい我が国にあって,

知的資源を有効に活用した新しい産業 として発展

が期待されている。

このようにデータベースサービスは,重 要であ

るにもかかわらずこれまでデータベースの所在や

サービスの内容について明らかにされなかったた

め,デ ータベース利用者において我が国にどのよ

うなデータベースがあるのか,ま た どこに行けば

サービスを受け られるかについて十分把握 されな

い情況にあった。

そこで,デ ータベースサービスの利用促進とい

う観点か ら我が国で初めてデータベースの概要,

利用方法などについて明らかにしたものが今回通

商産業省がとりまとめたデータベース 台 帳 で あ

る。本台帳には42法 人,456件 のデータベースが

収録されており,現 在,各 地の商工会議所や通商

産業局等において閲覧が行われている。

1.デ ータベース台帳制度の概要

データベースは,① 個人,企 業等が単独で収集

することが不可能であった情報を容易に収集 ・提

供することができる。②データベースを共同利用

することにより情報の利用価値を高めるとともに

情報入手のための重複投資を回避するζとができ
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る。 とい う利 点 を 有 して い る。

通 産 省 と して は,こ れ まで デ ー タベ ー ス サ ー ビ

スの 振 興 の た め,デ ー タベ ース 構 築 の た め の金 融

面 で の 助 成,デ ー タベ ース サ ー ビス の た め の ソフ

トウ ェ アの 開 発 及 び ネ ッ トワ ー ク化 の た め の 資金

面 の 助 成 な どデ ー タベ ース サ ー ビス 業 の 基盤 整 備

に 必 要 な 施 策 を 講 じて きた 。

しか しな が ら,デ ー タベ ース 利用 者 に お い て,

デ ー タベ ース の所 在 等 に つ い て十 分 把 握 され て い

な い 現 状 に鑑 み,デ ー タベ ース サ ー ビス の利 用 促

進 とい う観 点 か ら国 内 で 流 通 して い るデ ー タ ベ ー

ス に つ い て,① デ ー タベ ース の 概 要,② デ ー タベ

ース の利 用 方 法
,③ サ ー ビス 上 の 特 徴 ・特 色,④

検 索,ア ウ トプ ッ ト等 の 例 示 等 を 内 容 とす る デ ー

タベ ース 台 帳 を 作 成 し,広 く一 般 の 閲覧 に供 す る

た め の 制 度 を 創 設 した もの で あ る。

本 制 度 は,デ ー タベ ース サ ー ビス 企 業 等 か ら年

1回,サ ー ビス してい る内 容 等 に つ い て 通商 産業

大 臣 に 申告 して も らい,申 告 の あ った デ ー タベ ー

ス を デ ー タベ ー ス台 帳 と して と りま とめ,各 商工

会 議 所,各 通 商 産 業 局,情 報 関 係 団 体 等 に 設 置 し

自由 に デ ー タベ ー スサ ー ビス利 用 者 が 閲 覧 で きる

よ うに した も ので あ る。

対 象 と した デ ー タベ ース は,不 特 定 多 数 を対 象

と して販 売 して い る もの,あ る いは 販 売 す る具 体

的 な予 定 の あ るデ ー タベ ー スで あ り,特 定 の 企 業

の み にサ ー ビス して い るデ ー タベ ース は 対 象 外 と

した 。 な お,海 外 で作 成 され た デ ー タベ ース で あ

って も,国 内 でサ ー ビス の受 け られ る もの に つ い

て は対 象 と した。

2.デ ー タ ベ ー ス 台 帳 の 分析

我 が 国 の デ ー タ ベ ー ス産 業 は,欧 米 に 比 べ5～

表1日 本,ア メ リカ,ヨ ー ロ ッ パ3極 情 報 サ ー ビス 売 上 概 数 推 定(「 コ ン ピュ ー タ 白書1982」 よ り)

日 本(1980年)

＼ ＼ ＼1㌶ じ冴1管罪:鷺 舞ζ膓芦 一
_民__間_〈 億 円)」_1,54g」_4,42q」_300V-4,-72q_L_290」_!坦 」__坐q－
NTT(億 円)1

計(億 円)1,5404,420

(%)20。157.8

95019501
1,25015,670290150440
16.3174.13.82.05.8

合

バ・チ陽 引 計

6,25014506,700

」6,250
81,7

950

」,400
18.3

950

7,650

100,0

民間:通 産特定サ ービス統計、IPA情 報処 理産業経営実 態JIPDEC調 査 より加工作成

NTT:公 表資料、新聞報道 より加工 作成

ア メリカ(1980年)

＼ ソ フ ト1情 報 処 理 サ ー ビス 情 報 提 供 サ ービス 合 計一 　一

計享.慧1バ ・チ
オ ン 計
うイ ン

バ・並 杉 計 パ ッチ
多イ引

$Ml2,726!一 　　 一 一 一 一 一
億円(¥230/$)16,260{

一 一

3,091--一 「.」

7,100-一 一

30.2

一瓢 可1藩 28陶81511,098

=650=}二 二i:87⊂=2,ら2(〔
2,818,010.8

6,100一 一 一

14,010
-'・A－ 一

一 一 ・」'-

9,480
-

40.4

4,126110,226・ －A・}

23,490
・ 　 -

100.0
一'F-

%126.61
一 ー一　 一 ー ー一

32,4162.6 59.6

●

、

LINK.INPUT.9UANTUMの 平 均

ヨ ー ロ ッ パ(1980年)

＼ ＼
M

ト

ア

ビ

フ

エ
ー

ソ
ウ

サ

情 報 処 理 サービス

坐 ・チ陪 引 計

67.5

提 供 サ ービス

_1,_188_1_2と45生 」_1見378」_3,8321

___適 雌12堕 ∠こ」$.)__1_2丞30_1__5,(}t隻0」_旦,Uα)-」_旦,趣)」_1,310_1_200」_1,510

%120.9143.3124.21

一 ー ー一 一.一 一・一 」

バ・チ 多形 計
.}

オ ンバ ッテ

ライ ン

一

計

1_571」_87」__658_

i」,3101200」._1,51(L

l10.0-1-1.6}11.6

4,21311,465一 ー 一 一 吟 一

一9与麗 鴎 讐
5,678

---

13,040.一 一

100.0

ソフ トウェア/情 報処理:INPUT調 査、ECSA調 査 より加工作成

情報提供;FROST&SULIVAN調 査 より加工作成
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7年 遅 れ て い る と言 わ れ て い る。例 え ば情 報 提 供

サ ー ビス の売 上 高 に つ いて 欧 米 と比 較 す る と,日

本 は440億 円 あ り,ア メ リカの2,500億 円tC比 べ 約

6分 の1。 ヨ 一 口 ヅパ の1,500億 円 に比 べ 約4分

の1に す ぎな い(表1)。 ま た,デ ー タベ ー ス の構

築 につ い て欧 米 と比 較 す る と,日 本 は122に す ぎ

ず,ア メ リカ の570,ヨ ー ロ ッパ の264と 比 べ て か

な り小 な いo

そ こで,57年 度 デ 一 夕ペ ー・一ス 台 帳 を 分 析 し,我

が 国 に お け るデ ー タ ベ ー スサ ー ビス の実 態 及 び 問

題 点 に つ い て 明 らか に して み る こ と とす る。

今 回,申 告 の あ った 法 人 数 は42法 人 で あ り,申

告 され た デ ー タ ベ ー ス数 は604件 で あ った 。 な お

当 該 デ ー タベ ース は,同 一 デ ー タベ ース に つ い て,

デ ー タベ ース プ ロデ ュ ーサ(デ ー タベ ース 作 成 者)

デ ー タベ ース デ ィス ト リビ ュ ー タ(デ ー タベ ー ス

提 供 者),代 行 検 索 業 者 等 が 申 告 して い るケ ース も

あ り,こ れ ら重 複分 を除 く と456件 と な る。 この

内 国 内 で 作 成 され た デ ー タベ ー スは,122件 で あ

り,残 りの334件 が 海 外 で 作 成 され た もの で あ る

表2)。 この こ とは,我 が 国で 流 通 して い るデ ー

タベ ース の4分 の3が 海 外 で 作 成 され てい る とい

うこ とで あ り,仮 りに情 断 とい う事 態 が 生 じ,海

外 か らデ ー タベ ース の 使 用 が 中 止 され る こ とに な

れ ば我 が 国経 済 は 大 き な打 撃 を 受 け る こ とに もな

表2日 本,外 国 別 ヂ 一 夕 ベ ■d・hス

項 目 興 銀《一劃 ㌍ ㌃ 姦

日 本 132(2L9) 122(26.8)

外 国 472(78.1) 334(73.2)

計 604(100) 456(ゴ00)

(注)1.

2.

3

台帳収 録デー タベース数 は,企 業か ら申

告 されたデー タベースの数であ。

実質 データベ ース数は,重 複 してい るも

のを除いた数 であ る。

()内 は構成比(%)。

りか ね な い 。 従 って,デ ー タベ ース の構 築 の促 進

を 含 め 早 急 に 対 策 を 講 ず る必 要 が あ ろ う。

次 に,デ ー タベ ース を 分 野 別 に 見 る と,ビ ジネ

スが 第 一 位,自 然 科学 ・技 術 が 第 二 位 で,両 者 を

合 わ せ る と全 体 の73%を 占 め て お り,こ の分 野 で

の 整備 が 進 ん で い る こ とが わ か る(表3)。 また,

デ ー タベ ース を 種 類 別 に見 る と,文 書情 報 が 第一

位,数 値 情 報 が 第 二 位 で 両 者 を 合 わ せ る と86%と

表3デ ータの分野別による収録 データベース
一 _一一 一一　　

分 野 匡三菱ご 比一 　一}

件1%
1一 般150&21

2自 然 科 学 ・技 術120934.6

、 社会科学 ・人文科学}54・ ・1

・ ビ ジ ネ ・23413ぴ71

5一 般/自 然科学 ・技術 1 0.2

6一 般/自 然科学 ・技 術/社 会科

学 ・人文科学/ビ ジネス

1 0.2

7一 般/自 然 科学 ・技術/社 会科

学 ・人文科学/ビ ジネス/そ の

1 0.2

他

8一 般/自 然科学 ・技術/ビ ジネ 1 0.2

ス

9一 般/社 会科学 ・人文科学 4 0.7

10一 般/社 会科学 ・人文科学/ビ 2 0.3

ジネ ス

11一 般/ビ ジネス 5 0.8

12一 般/そ の他 1 0.2

13自 然科学 ・技術/社 会科学 ・人
文科学

3 0.5

14自 然科学 ・技術/社 会科学 ・人 1 0.2

文科学/ビ ジネス

自然科学 ・技術/社 会科学 ・人15
文 科学/ビ ジネス/そ の他

1 0.2

16自 然科学 ・技術/社 会科学 ・人文 科学/そ
の他

1 0.2

17自 然科学 ・技 術/ビ ジネス 12 1.9

18社 会科学 ・人文科学/ビ ジネス 1・ 0.2

19そ の 他 22 3.6

計1・ ・4い ・・

圧倒的に多い。画像情報については現在のところ

少ないが画像に対するニーズが高まってきている

こと,ニ ェーメディア時代を迎え技術開発や基盤

整備が積極的に展開されることが想定され,'今 後



急 速 に増 大 して い く もの と考 え られ る(表4)。

デ ー タベ ース を 業 態 別 に 見 る と,今 回 申 告 の あ

った 法 人 の 扱 って い るデ ー タベ ース は,デ ー タベ

ース プ ロデ ュ ーサ
,デ ー タベ ース デ ィス ト リビ ュ

ー タ とい った 一業 態 で は な く
,二 業 態 以上 ま たが

って サ ー ビス を して い る も のが 多 く全 体 の65%を

表4デ ー タの種類別に よる収録データベース

デ ー タ の 種 類
一.`

三二 姦繊 比:一 一

件 %i
1文 書情報 のみ 391 64.8

1-1全 文 52
1-2書 誌 92
1-3抄 録 10
1-4全 文/書 誌 7
1-5全 文/書 誌/抄 録 2
1-6全 文/書 誌/抄 録/そ の 7

他
1-7全 文/抄 録 1

1-8書 誌/抄 録 171
1-9書 誌/抄 録/そ の他 4
1-10書 誌/そ の他 7
1-11抄 録/そ の他 2
1-12そ の 他 36

2数 値情報のみ 130 21.5
3画 像情報のみ 2 0.3
4文 書情報/数 値 60 10.0

4-1文 書(全文)/数 値 17

4-2文 書(全 文/書 誌)/数 値 1

4-3文 書(全 文/書 誌/抄 録 2

/そ の他)/数 値
4-4文 書(書誌)/数 値 11

4-5文 書(書誌/抄 録)/数 値 10

4-6文 書(書 誌/そ の他)/数 3

値
4-7文 書(抄 録)/数 値 2

4-8文 書(そ の他)/数 値 14

5文 書情報/数 値/画 像 3 0.5

5-1文 書(全 文)/数 値/画 像 2
5-2文 書(書 誌)/数 値/画 像 1

6文 書情報/数 値/画 像/プ ログ 2 0.3

ラ ム

6-1文 書(書 誌)/数 値/画 像 1

プ ロ グ ラ ム

6-2文 書(そ の他)/数 値/画 1

像/プ ログ ラム
7文 書情報/画 像 2 0.3

7-1文 書(書誌)/画 像 1

7-2文 書(書 誌/そ の他)/画 1

像
8文 書情報/プ ログ ラム 2 0.3

8-1文 書(書 誌)/プ ログ ラム 2

9数 値/画 像 3 0.5
10数 値/画 像/プ ログ ラム 2 0.3
11数 値/プ ログラム 7 1.2

計 604 100

占めている。特にデ一夕ベースデ ィス リピュ一夕

と代行検索業を兼ねているところが非常に多く,

我が国では代行検索の専業者はほとんどいない。

デ日 夕1バ川 互1
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アメリカでは,現 在約400程 度の検索専業者がお

りデータベースサービスの拡大に貢献 しているこ

とか ら,我 が国においても情報検索技術者を養成

し,デ ータベースサービのすそ野を広げていく必

要がある(表5)。

表5サ ービス業態別 による収録デー タベース
一 ← 一 ←一'一 一 一.一 会 一 ー

サ ー ビ ス 業 態

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

デ ー タベ ース ・プ ロデ ュー サ

デ ー タベ ース ・デ ィス ト リビ ュ
ー タ

代 行 検 索 業 者1

デ ー タベ ース ・プ ロデ ェー サ/1

デ ー タベ ース ・デ ィス トリ ビ ュi
一 夕l

I

デ ー タベ ー ス ・プ ロデ ューーサ/i

デ ー タ ベ ー ス ・デ ィス トリ ビ ュ1
一 タ/代 行 検 索 業 者

デ ー タベ ー ス ・デ ィス トリビ ュ
ー タ/代 行 検 索 業 者

ごぷ 藤 蘂暑ク易6「

ご竣 確 デ・ス・リビヨ

代行検索業者/そ の他

そ の 他

i仁 義1扉成比
件%

1.27

166

22

80

11

計

208

1

3

1

15

604

27.5

3.6

13.2

1.8

49,3

1.2

0.5

0.2

2,5

100

ま と め.

データベース台帳に基づく 「データベース台帳

総覧」の作成は,今 回初めての試みであるが,今

後データベース台帳が整備されることにより,①

データベースサービスの振興,② 潜在データベー

スの発掘,⑧ データベースの利用方法,所 在地等

の明確化による利便の増大等が期待され,我 が国

全体の情報化の進展に資するものと考えられる。

なお,デ ータベースサービスは,① データベー

スの構築,②政府保有データの公開,③ 回線の自由

化 といった様 々な課題を抱えてお り,今 後総合的

見地に立って振興策を講 じていく必要があろう。

■

}
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竈タ、の壷寳
NCC,83か ら

幕を開けた情報化時代

基 調 講 演

満員の聴衆で埋まった会場の照明が一斉に消

され,突 然スポ ットライ トにバイオリン ・コン

ダクターが浮かび上がった。彼は自分の手にし

たバイオリンを取 り上げると静かに演奏を始め

た。その間数分,2千 人の聴衆は咳一つせずそ

の音色に聞き入った。

「バイオ リンとチップの技術は同じものです。

どちらも名匠の手に よって生命を吹き込まない

限 り何ら価値を発揮することはできません。」

「名匠の手になる」とい う有名な古典詩の一節

を例にとりながら,1983年 のNCCはManage・-

mentScienceofArnericaの アイムレPt会 長

の基調講演 「情報技術の変遷:生 き残る道」'か

ら幕を開けた。同氏は菅枚以上のスライ ド,ロ

_テ ン.ミ_グ上院議員 とあ纏 逓信を介した議

論などを混えながらア ドレスを展開 した。

千代の富士,高 見山,さ らには自由の女神に

日の丸を持たせたスライ ドを 駆 使 しながら,

「高度に組織化 された 日本株式会社に よって私

達は深刻な脅威にさらされている。アメリカ人

の伝統的なフリーエ.ソタープライズ(政 府の干

渉を受けない自由企業)指 向は,国 内では適切

かもしれないが,国際競争の場では問題となる。

私達は今こそ政府を含めた各界の協力を必要 と

している。」と続けた。「我々の業界は,我 々自

身の力でここまで発展した。我々は今後も政府

の援助を必要としない。援助は規制を生むだけ

である。」とかつてヒューレッド・パ ッカ ー ド

の会長が行 ったア ドレス,「 現在国会で審議中

の通信回線の改正法案は,我 々を厳 しい規制下

に置こうとするものである。規制は健全な業界

発展を阻害する。」と痛烈な批判を行った昨年の

ATTオ ルソン副会長,フ ロンティア精神旺盛

なアメリカ国民は自由競争を尊び規制を極度に

嫌 う。 しか し,今 回のアイムレー氏が素直に認

めているように米国では今や業界だけでなく官

学民一体となった協力を必要 としている。

同氏は,情 報技術は我々の生活に極めて大き

な変革をもたらす とし,そ のエレメントとして

以下の6つ を挙げ解説を行った。

1

2

3

4

5

コ ン ピ ュ ー タ ・メ ー カ ー

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン

コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ピ ス

ワ ー ドプ ロ セ ヅサ:将 来 の オ フ ィス

パ ソ コ ン お よ び マ イ コ ン
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6.ソ フ ト ウ ェ ア

頚髄べ 、

騰 欝羅瓢.婁 ∵ご

事 纏篇聾し ぬ ヘ
ィへ く へ

宰 欝_、 、

我々がこの急激な変化に対応 し,情 報産業の

分野で生き残 る道は,我 々全てが来たるべきコ

ンピュータ世代に責任を持ち,お 互いが協力し

なければならない。また,基 礎研究,有 能な人

材確保のための教育,マ ーケットの拡張等の国

家的情報戦略が不可欠であると説いた。業界代

表だけでなく,国 会議員など情報産業分野に鋭

い洞察力を持つ選ばれた人によって行われる基

調講演は,NCCの イベントの一つ と言 うより

その年の情報分野の一大ハイライ トである。こ

こで行われたア ドレスはそのまま情報産業の今

後を示唆するものであり,後 々まで語 り継がれ

ることからも重要な意味を持つ。

「幕 を 開 け た情 報 化 時 代:コ ン ピ

ュ ー タ,コ ミュ ニ ケ ー シ ョン,人 間」

と題 した1983年 のNCCは,デ ィズ

ニ ー ラ ン ドで 有 名 な カ リフ ォル ニ ア

州,ア ナ ハ イ ムで5月16日 か ら4日

間 に わ た って 開催 され た。 会 場 に は

デ ィズ ニ ー ラ ン ドに隣 接 す る コ ンベ

ン シ ョン ・セ ン ター を 中心 に デ ィズ

ニ ー ・ラン ド・ホ テ ル,マ リオ ッ ト・ホ

テル な どが 当 て られ た が,そ れ で も

ス ペ ー ス が足 りず機 器 展 示 の た め に コ ンベ ンシ

ョン ・セ ン ター駐 車場 に 敷設 され た大 テ ン ト,

デ ィズ ニ ー ラ ン ド ・ホ テ ル の 地下 駐 車場 な ど も

利 用 す る こ とに な った。

ヨ ー ロ ッパ諸 国,東 南 ア ジア か らの訪 問 者 も

含 め る と今 年 の 参 加 者 は10万 人 を越 え た 。 そ の

うち 実 に6千 人 が 日本 人 と言 われ る。NCCは

ま さに 世 界 的 な恒 例 行事 とな った 。

テク ニ カル ・セ ッシ ョン

「ブ ロー ドバ ン ドか,ベ ー ス バ ン ドか?そ れ

と も光 フ ァイバ ーか?」 「ブ ロー ドバ ン ドは ア

撫紳⌒ で 上攣く蝉
穐阜 宏卓 箒 灘
㍉ 、命 乞 鰹 違
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ナ ロ グ伝 送 も含 め た 多 目的 使 用 が 可 能 で あ る。

ベ ー スバ ン ドは 値 段 が 安 い が 高速 デ ィジ タル伝

送 に限 られ る。 この よ うに どち ら も優 劣は つけ

が た い が,LANがOAを 支 え る重 要 な ツー ル

な の は 事実 だ 。」 「高性 能 機 能 を持 つ マ ネ ー ジ メ

ン ト ・ワ ー クス テ ー シ ョ ン,AppleCtLISA"と

XerOx"Star"は どち らが 有 効 か?」 パ ネ ル デ

ィス カ ッシ ョ ンでは ホ ッ トな 議 論 が 行 わ れ た 。

テ ク ニカル ・セ ッシ ョンで は こ う した パ ネ ル 討

も含 め,以 下 の9つ の テ ーマ に つ い て 合計80の

論 文 発 表 が 行 わ れ た 。

① ソフ トウ ェ ア ・エ ン ジ ニア リン グ:

人 口知 脳,80年 代 の ソフ トウ ェア ・マ ネ ー ジメ

ン ト,プ ログ ログ ム開発 に伴 う リス クの 削 減,

ソフ トウ ェ ア技 術 の 将 来 動 向,ADA言 語 の今

後 等 ソフ トウ ェ ア全 般 に 関 す る幅 広 い議 論 。

② マネ ー ジ メ ン ト/教 育:

メ ン テナ ンス に 関 す る問 題,戦 略 的 シ ス テ ム

・プ ラ ニ ン グ,技 術 者 の 生 産 性 向 上,コ ン ピュ ー

タ/コ ミュ ニケ ー シ ョ ンにお け る監 査 等 マ ネ ー

ジ メ ン ト分 野 で 今 日話 題 とな っ てい る テ ー マ。

③ デ ー タベ ー ス/分 散 シス テ ム:

リレー シ ョナ ル ・デ ー タベ ース,マ イ コ ン用

DBMS,分 散 型 デ ー タベ ース ・マ ネ ー ジ メ ン

等 特 に 分 散 型DBMSが 話 題 の 中心 。

④ 人 間 と社 会:

情 報 シス テ ム と組 織 の 効 果,情 報 技術 に よる

イ ンパ ク トの 定量 分 析,コ ン ピュ ー タ と生 活:

社 会 へ の イ ンパ ク ト等 は これ か ら最 も重 要 とさ

れ る分 野 。

⑤ オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョン:

オ フ ィス の生 産 性 分 析,テ レカ ン フ ァ レ ンス,

マ ネ ー ジ メ ン ト ・ワー クス テ ー シ ョン,電 子 メ

ール ,オ フ ィスに お け るパ ソコ ン等NCCの 中

心 的 話 題 とな ったOA。

⑥ デ ィシ ジ ョン ・サ ポ ー ト・シス テ ム(DSS):

シ ス テ ム ・デ ザ イ ン,方 法 論,ア プ ロ ーチ の

ほ かDSSに よ る マネ ー ジ メ ン トの 効 果 等OA

に お け る重要 な位 置 を しめ るDSS。

⑦ ハ ー ドウ エア:

汎 用 コ ン ピ ュ ー タのCPUと い うよ りむ しろ

ス ーパ ー ・マ イ ク ロ,ウ ィンチ ェス ター 等 の磁

気媒 体,VIDEOTEXシ ス テ ム な どに関 す

る議 論 。

⑧ テ レ コ ミュ ニケ ー シ ョ ン とア プ リ ケ ー シ ョ

ン:ネ ッ トワー ク ・マ ネ ー ジ メ ン ト,プ ロ ト

ル コ,ネ ッ トワー ク ・セ キ ュ リテ ィ,CAD/

CAM等 情 報 化 時 代 の幕 開 けに とっ て欠 か す ご
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皆 済

とは で きな い テ レコ ミュ ニケ ー シ ョ ン。

⑨ パ ソ コ ン:

パ ソコ ン用 ソ フ トウエ ア お よび そ の保 護,ブ

リー フ ケ ース ・コ ン ピ ュ ータ用 ア プ リケ ー シ ョ

ン等 ビ ジネ ス 用 パ ソ コ ンに 関 す る話 題 。

一 方5月15 ,16日 の 両 日に は専 門 家 の た め の

有 料 セ ミナ ーが 例 年 通 り行 われ,DP技 術者 の

パ ー フ ォマ ンス 測 定 法,プ ロ グ ラマ ー の生 産 性

向上,ワ ー ド処 理 とデ ー タ処理 の統 合,グ ラフ

ィ ック ・デ ザ イ ンな ど22の 特 定 テ ーマ に つ き掘

り下 げ た 解 説 が 行 わ れ,情 報 処 理 分 野 の経 験 者

が 熱 心 に 受 講 した 。

展 示 会

3,200の ブ ース に635の 出 品会 社,年 々規 模 が

大 き くな るNCCの 展 示 場 は あ らゆ る情 報 関 連

機 器 を雑 多 に陳 列 した シ ョウル ー ムの よ うで あ

った 。製 品 の紹 介 パ ンフ レ ッ トと地 図 に よ って

余 程 慎 重 に プ ラ ンを 立 て見 て歩 か な い とあ ち こ

ち に分 散 した巨 大 な デパ ー トの 中 を あ て ど もな

く さま よ うよ うな こ とに な りか ね な い 。 中 で も

コ ンベ ンシ ョン ・セ ンタ ー駐 車 場 の テ ン トは 冷

房 装置 が故 障 してい た こ ともあ っ て,ま るで む

し風 呂の よ うで あ った 。 コ ンベ ンシ ョン ・セ ン

タ ーの 展示 場 は メイ ン会 場 と して,ハ ー ドだ け

で な く ソ フ トも含 め た 伝 統企 業(NCCの 展示

は,企 業 規 模 とか製 品 の ユ ニ ー ク さに 関 係 な く

過 去 の 展 示 実 績 に よ って 場所 とス ペ ース が 与 え

られ る)が 展 示 を 行 った 。 した が って,た とえ

優 秀 な 企 業 で あ って も実 績 の な い もの は 冷 房 の

切 れ た テ ン トとか 低 い 天 井 とむ き出 しの コ ン ク

リー トの デ ィズ ニ ー ・ラ ン ド ・ホ テ ル の 駐 車 場

等 に 甘 ん じな け れ ば な らな か った 。

展 示 製 品 は,か つ て の メイ ン フ レー ム中 心 か

ら しだ い に は ず れ 今 回 はOA関 連 機 器 とパ ソ コ

ンに 集 中 した 。 特 にOA時 代 を 反 映 して 高 性 能

ワー クス テ ー シ ョン,LAN,パ ソ コン な どに

人 気 が 集 中 した 。 各 ベ ン ダ ーは それ ぞ れ 趣 向 を

こ ら し,デ モ ンス トレー シ ョン とか ア トラ ク シ

ョン を行 い なが ら参 加 者 の 注 目を集 め よ うと し

て い た。 今 回 の展 示 会 場 で 目を 見 張 る よ うな 数

数 の新 製 品 に 接 す る こ とを 望 ん でい た 参 加 者 に

とっ ては 期 待 は ず れ で あ っ たか も しれ な い 。 し

か し参 加 者 が,情 報 産 業 分 野 で何 が 話 題 とな っ

て お り,こ れ か ら何 を為 す べ ぎか を 実 際 に 目で

確か め る こ とに お い てNCC参 加 の 意 義 が 深

い。(山 鳥 雄 嗣 ・当協 会 企 画 課 長)
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放 送 の 新 しい 夜 明 け
ニ ュー メデ ィア と して の衛 星放 送

日本放送協会 経営情報室主査

宮 野 昭

来年5月 放送開始

NHKは,去 る6月6日,衛 星放送に関する免

許を申請 しました。放送開始は,来 年5月 頃の予

定ですが,い よいよ衛星放送時代を迎えることに

な ります。衛星放送2号(BS-2)は,来 年2

月宇宙開発事業団種子島宇宙センターから,N－

皿ロケットによって打ち上げられ,東 経110。,赤

道上空3万6000㎞ の静止軌道に乗せられます。こ

の放送衛星はテレビ2チ ォンネル,1チ ャンネル

当りの送信出力は100Wで,ほ ぼ卵 形に日本全土

をカバーする実用放送衛星です。本土では,直 経

75㎝ パラボラアンテナで直接受信することカ「出来

ます。

放送翻 は,鯨 渋谷の放送セシ・二法 敵

し,大阪を部局として衛星に向けて送信 されます。

そのほか,移 動用の車載型送受信局によって,全

国どこからでも送信が可能です。

多 様 な 放 送 内 容

衛星放送は,全 国に散在する現行放送での難視

聴地域を解消することが大 きなねらいですが,そ

れだけではあ りません。地震や台風などの非常災

害 時に放 送を確 保する手 立てともな ります。ま

た,衛 星放送は新 しいメディアです。国民の財産

です。出来るだけ多くの方々に利用 していただく

ために,番 組編成にも工夫をこらす よう計画 して

います。現行の総合テレビ教育の番組を中心に放

送 し,時 差放送,ア ンコール放送,衛 星独自のロ

ーカ・畑 翻 などの編成を行 うことによ・て・

衛星放送の普及に資することにしています。

衛星放送の映像は,ゴ ース トのない安定 した良

質なものになります。音声はすぺてPCM方 式で

すから,良 質な音を楽 しんでいただけます。音声

多重放送も地上の放送と同様に実施されます。こ

のほか,技 術的には,衛 星放送の付随音声を利用

室



した高忠実度音声放送が 可 能 で す。これに よっ

て,テ レビ音声をより高質なものにすることも出

来ます し,テ レビ音声とは独立に別の音声番組を

放送することも出来ます。この場合,音 の特性を

活か した音楽番組などが最適で しよう。

高品位 テレビや静止画 も

数年後(63年 打ち上げ予定のBS-3以 降)の

こになると思いますが,高 品位テレビ放送の導入

も計画されています。これは,NHK総 合技術研

究所が開発 した新 しいテレビの方式ですが,1,125

本の走査線,縦横比3:5の きめの細かく鮮明な,

しかも臨場感と迫力のある映像を見ていただける

ものです。国内はもちろん,海 外でも高い評価を

得,ニ ューメデ ィア ・衛星放送の旗頭となるもの

と思われます。

さらに,衛 星放送では,静 止画放送,テ レビ多

重 ファクシミリ放送なども可能です。

このような数々の発展性と質的向上の可能性を

持った衛星放送が,あ と1年 たらず後に始まろ う

としているわけです。NHKで は,い ま放送開始

に向けて諸準備を進めていますが,こ こでコンピ

ュータシステム面での準備のポインFな どを2,

3ご 紹介 したいと思います。

ご存知の方も多いかもしれませんが,NHKで

は番組の制作から放送,そ の保存管理に関する情

報処理をコンピュータシステム化 し(番 組技術シ

ステム,TOPICSと 呼んでいます),こ のデー

タによる機器の自動制御,番 組の自動切 り替えを

行って来ました。衛星放送の2チ ャンネルが加わ

ることにな ります と,こ れら既存のシステムに対

するインパクトも大きく,デ ータファイルの拡大

やデータ入出力画面,デ ータ処理機能の拡充など

が必要になります。
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新 しいシステムの開発

衛星放送独 自のシステム機能としては,移 動局

による番組送出があります。現行放送にも地方局

からの放送は もちろんあるわけですが,こ れ とは

基本的に異なるものです。衛星放送では,送 信場

所が異なる場合でも衛星で切 り替えることは出来

ません。両送信場所がタイ ミングを合わせて,一方

が送信を止め,他 方が送信を開始する方式で行わ

れます。マルチアクセス方法と呼ばれるものです。

このタイ ミングをとる方式は,送 信 している側か

らキュ'一信号を電波に乗せて送 り,一 定時間(1

秒)後 に送信を止め,他 方はこのキェー信号を受

けてその地個有のタイムラグ(大 阪で748.66ミ リ

秒,福 岡で750.74ミ リ秒)で 送信を開始するとい

うものです。その地個有といいますのは,各 地か

ら衛星までの距離が異なり,電 波到達時間が違 う

からです。各地のタイムラグは,送 受信用パラボラ

アンテナの仰角によって一意的に決められます。

番組とはいえませんが,時 計時報の放送も現行

放送と違 うものです。衛星放送では,3万6,000㎞

を往復して受信されるわけで,約250ミ リ秒遅れ

てとどくことになります。250ミ リ秒というのは,

時報音で明確に認識出来る時間長ですし,正 確を

要する時報のことですから,衛 星放送では250ミ

リ秒進めた時計を使用することになっています。

衛星放送の開始に伴って,当 然いろいろな業務が

増大 します。我々としては,可 能な限 り処理を自

動化 し,業 務を簡素化するため,種 々のシステム

を検討しています。その1つ には,ニ ュースフィ

ルムや番組に関する情報検索システムです。 より

良質な番組をより効率的に制作するために,大 き

な力になるものと考えています。これについては

別の機会にご紹介出来ればと思います。

会員サロン
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一
◇役員の異動

さる,5月20日 の本年度第1回

理事会において,昨 年度の事業報

告および決算報告ならびに役員の

異動についても審議 され,6月6

日付で金井二郎常務理事が退任,

新たに岡田勇総務部長が6月7日

付で常務理事に就任 した。

◇ 「データベース台帳総覧」完売

当協会ほかで閲覧サービス

さきに通 商 産 業 省がとりまと

め,当 協会から頒布 していた 「昭

和57年 度データベース台帳総覧」

は,各 方面から多大のご好評を得,

このほど全て完売した。

なお,同 資料は当協会(技 術調

査部普及課)の ほか各通商産業局,

主要商工会議所等でも閲覧サービ

スを行っている。

◇ 「'83世界 コンピー=タ 年鑑」

発行

内外の情報処理および情報産業

の動向を総合的に とりまとめ,例

年好評を得ている世界 コンピュー

タ年 鑑83年 版をこのほど発行 し

た。

83年版では,"調 和ある情報化

社会へ向けて"を 特集テーマとし

新 しい経済尺度一インフォメーシ

ョン・エコノ ミー,激化するマイク

ロエレクトロエクスと労働問題,

エ レクトロニクス ・デバイスを中

心 と した 先 端 技 術 開 発 動 向,コ ン

ピ ュ ー タ'グ ラ フ ィ ヅクス の 世 界,

二L－ メデ ィア の 世 界 な ど13項 目

を 取 り上 げ,解 説 を 行 って い る。

こ の ほか'83世 界 情 報 化 事典 で

は世 界各 国 の コン ピュ ー タ設 置 状

況 情報 化 と情 報 産業 の最 新 デ ー

タを 網 羅 して い る。

な お,取 扱 い は コ ン ピ ェ ー タ ・

エPtジ 社(Tel581-5201)ま た は

一般 書 店 で行 っ て い る。(B5判

352ペ ー ジ,定 価6,800円)

◇NCC'83参 加 と 米 国 情報 産 業 視

察 団 派 遣

ア メ リカ大 使 館 の後 援 及 び 米 国

情 報 処 理 学 会 の協 力 を得 て,rN

CC'83参 加 と 米 国情 報 処理 産 業

視 察 団 」 を 米 国 に 派 遣 し(5月15

目～29日,団 員18名),5月16日 か

ら19ま で ア ナハ イ ム で開 催 され た

NCC'83(NationalComputerCo-

nference)に 参 加 した ほ か,ニ ュ

ー ヨ ー ク,サ ン フ ラ ン シス コ等 各

地 の米 国 情 報 処 理 企 業 の 視 察 を行

った 。

◇ 第20回 情 報 処 理 に 関 す る研 究 会

開 催

先 端 情報 技 術 の 研 究 ぱ,第5世

代 コン ピュ ー タ の開 発 に 見 られ る

よ うに 国際 協 調 が 重 視 され,技 術

立 国 を とな え るわ が 国 に と って,

国際 的 視 野 か らの ア プ ロー チが 必

要 とされている。

また,具 体的研究方法として基

礎的研究と応用技術開発の両面,

つまり学術分野 と産業分野の密接

な協力体制によってその案をあげ

ることが肝要 とされている。

第20回情報処理に関する研究会

では,こ のような先端情報技術の

研究開発体制のあ り方をテーマに

取 り上げ,次 の通 り開催した。

日時 昭和58年7月14日(木)

14時～17時

場所 世界貿易センタービル7階

情報処理研修センター

テーマ 先端情報技術における大

学 と産業界の協力のあ り

方

講師 ダグラス ライ ト(ウ ォル

ター大学長)

参加者 約60名

s

漣
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■昭和58年 度事業のあ らまし

Oマ イクロコンビューeタの応用に

関する調査研究

①基本問題委員会

56年度 より 「マイクロコンピュ

ータ応用システム開発技術者」の

養成の問題に取 りくみ,そ の具体

的方向として 「システム技術者認

定試験制度」を提言 し,57年 度に

おいてはその提言の具体化作業を

行った。

58年度においては,こ れまでの

成果を踏まえてシステム技術者の

教育 ・養成に欠かすことのできな

いカリキュラムの作成と,試 験実

施のためのより具体的事項につい

て検討する。(委 員長:田 村浩一

郎電子技術総合研究所 ソフトウェ

ア部数理情報研究室室長)

②応用技術調査委員会

ソフトウェアの生産性向上に関

する研究は多々あるが,そ れ らは

主 として大型の汎用 コンピュータ

を対象としたものである。

一方 ,マ イクロコンピュータの

ソフトウェアの開発は,ハ ー ドウ

ェアとの関連性が極めて強 く,通

常のコンピュータの場合 とは異る

側面を有 している。

よって,58年 度においてはマイ

クロコンピュータの ソフトウェア

の生産性,品 質向上につながる技

術的課題を明らかにするためその

現状と動向を把握する。(委員長:

西川緯一京都大学工学部教授)

Oマ イクロコンピュータの利用に

関する共通的な技術開発

システムハウスの技術力の向上

をはかるため,58年 度においては

次の4テ ーマについて委任開発を

行 うこととした。(委員長:田 村浩

一郎電子技術総合研究所 ソフ トウ

ェア部数理情報研究室室長)

①マイクロコンピェータ応用シス

テム開発技術者のためのCAIシ

ステム

マイクロコンピュータをベース

としたエ レクトロニクスの応用分

野の拡大にともない,そ のシステ

ム開発に携わる技術者の育成は急

務の課題 となっている。

そこで,こ れ ら技術者育成の一

助として,CAIに よるシステム

開発技術者教育システム(入 門 コ

ース)の 開発を行 う。

委託先:㈱ テクニカルシステム

(東京)

②ローカルエリアネットワーク端

局用リアルタイムモニタ

複数の端局を有するデータ収集

システム,プ ロセス制御システム,

ソフ トウェア開発システム等の分

散処理システムを構築する際の基

礎となるリアルタイムモニタを開

発する。

委託先:東 海ソフト㈱(名 古屋)

37

③システムハウス用プリン ト配線

枝根設計援助システム

システムハウス向きで実用的か

つ安価なプリン ト配線板設計用の

会話型設計援助システムの技術を

開発する。

委託先:㈱ コンピュータシステ

ムズ リサーチ大阪(大 阪)

④マイクロコンピュ'一'タによる2

次元高速アダマール変換装置

ビデオ画像水準の画像データを

対象として,極 めて高速な2次 元

アダマール変換ならびに逆変換を

自立的に実行し,画 像のフィルタ

リング効果を実験的に検討 し得る

画像処理装置を開発する。

委 託 先:㈱ エー ・ディー ・エス

(奈良)

Oマ イクロコンピュータ利用研究

会

マイクロコンピュータに関する

知識の啓蒙と会員相互の技術交流

を目的とした研究会は本年度は東

京,大 阪,名 古屋,福 岡で計5回

開催する。

0協 鱗 会

システムハウス業界の内包する

諸問題について,そ の解決策を探

るため,関 係当局,MCCV地 元

関係者による協議会を,本 年度も

東京,大 阪,名 古屋において開催

する。
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一 利用部門教育講座の開設 一

ね ら い

パ ソ コン ・オ フ コンの 普 及,オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョンな どの

展 開 に よ って,コ ン ピ ュー タ の活 用 形 態 は,大 き く変 ろ うと して い

ます 。 現 場 で の 当事 者処 理,主 体 的 な コン ピュ ー タ の活 用 が 求 め ら

れ てい ます 。

本 講 座 で は,利 用 部 門 の方 々に 利 用 部 門教 育 の進 め方 とカ リキ ュ

ラム の あ り方 につ い て具 体 的 事 例 を 織 りまぜ な が ら解 説 い た し ま

す 。

期 間:58年9月26日(月)～9月29日(木)計4日 間

会 場:(財)日 本情 報 処理 開発 協 会 情 報 処 理 研 修 セ ン タ ー

定 員:20名

研 修 料:7万 円

研 修 内容

L

2
.

翫

4

5

6

7
.

対

利用部門志向と利用部門教育のあ り方

教育の基本技法

コンピュータ教育のための利用部門教育

システム推進のための利用部門教育

問題解決 とシステム活用のための利用部門教育

OA推 進のための利用部門教育

中小企業 ・関連企業に対する情報処理教育

象:利 用部門に対する情報処理および事務効率化推進の教

育を企画立案 し,実 施を担当される方(人 事研修部門の担

当者 と情報システム部門ない し事務効率化推進部門の担当

者のペアで出席されると効果的です)

受講資格:情 報処理に関する一般的な知識を有 し,自 社における

システム化推進の方向および利用部門教育のニーズを把握

していること。

編集後記

◇ニューメデ ィアがいま大きな話

題になっています。それは可能性

とともにインパクトもまた大きい

ことが予想されているためで し よ

う。メデ ィアそのものが多様な う

え設備や情報提供に参入を目論む

業種も,ま た多様だからです。サ

ービスとして,も っとも早 く具体

化 しているCATVに しても設備

(ハー ド)と情報提供(ソ フト)で,

さまざまなバ リエーションが考え

られています 。こうしたニューメ

デ ィアの登場で制度や習慣性な ど

既成の概念を根本的に見直す必要

が出てきたようです。

◇東京証券取引所では市場第二部

に続き第一部も数年後にオンライ

ン化されるということです。その

ときあの活気に満ちた立会場の喧

騒も永久に箱の中に収まってしま

うわけです。

◇通産省がさきに発表した 「デー

タベース」台帳総覧は我が国のデ

ータベースの現況を初めて明らか

にしたものです。これによって国

内のデータベース利用がいっそう

促進されることが期待されます。

昭和58年8月 発行
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題 名

57-ROO2

ヨーロ ッパの情報戦略

57-ROO3

0A化 の新 しい波

一ア メ リカの現状 と今 後の展望 一

57-ROO4

オ ンライ ン需要調査報告書

57-ROO5

飛躍す る 日本の情報化

57-ROO6

第二次 回線開放の評価 と今後の課題

57-RO12

情報環境 の進展が及ぼす社会構造へ の影響 と

望 ましい情報 メデ ィアに関す る研究報告書

57-SOO1

マ ン ・マ シー ン:ユ ーザ ・インタフェイスに関する

調査研 究報告 書

57-SOO2

コンピュー タ ・システムのセキュ リテ ィに関す る

調査研 究報告書

57-SOO3

コンピュー タ ・システムのセキュ リテ ィに関す る

調査研 究海外調査報告書

資料1983年 版 コンピュー タ利用状況調査集計結果

資料OAの 社会的影響 に関す る調査研究

一調査研究へのアプローチ ー

資料ComputerWhitePaper1982Edition

*世 界コンピュー タ年鑑'83

*コ ンピュー タ白書'82
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